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は
じ
め
に

私
は
先
に
河
内
源
氏
の
祖
源
頼
信
、
大
和
源
氏
の
祖
源
頼
親
の
活
動
と
子
孫

の
展
開
過
程
を
検
討
し
、
武
者
、「
兵
の
家
」
と
称
さ
れ
る
新
し
い
社
会
集
団

で
あ
る
武
士
の
生
成
・
発
展
を
考
察
し
よ
う
と
し
た）

1
（

。
後
代
の
家
格
で
言
え

ば
、
頼
信
・
頼
親
ら
は
四
位
・
五
位
を
極
位
と
し
、
受
領
な
ど
を
務
め
る
諸
大

夫
ク
ラ
ス
で
、「
軍
事
貴
族
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が）

2
（

、
彼
ら
は
武
士
と

し
て
の
発
展
を
目
指
し
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
頼
信
の
子
頼
清
や
頼
親
の
子
頼

成
は
武
者
と
は
異
な
る
処
世
を
企
図
し
て
お
り）

3
（

、
十
一
世
紀
前
半
・
中
葉
段
階

で
は
明
確
な
方
向
性
は
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
十
一
世
紀
後
半
〜
十
二
世
紀
に
お

け
る
展
開
や
地
方
の
状
況
な
ど
も
相
俟
っ
て）

4
（

、
新
社
会
集
団
が
成
長
し
て
い
く

も
の
と
展
望
さ
れ
る
。

小
稿
で
取
り
上
げ
る
平
維
茂
は
、
平
将
門
の
乱
平
定
に
功
績
が
あ
っ
た
平
貞

盛
の
弟
繁
盛
の
子
兼
忠
の
子
で
、
貞
盛
の
養
子
に
な
っ
て
、
そ
の
第
十
五
子
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
、「
余
五
」
と
称
さ
れ
た
。
鎮
守
府
将
軍
に
な
っ
た
の

で
、
余
五
将
軍
の
名
で
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
子
孫
は
越
後
城
氏
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
維
茂
は
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
に
死
去
し
て
い
る
か
ら
（『
小
記

目
録
』
第
二
十
・
治
安
元
年
四
月
十
三
日
条
）、
と
も
に
八
十
歳
を
越
え
る
長

命
で
あ
っ
た
頼
信
・
頼
親
の
活
躍
期
間
に
は
及
ば
な
い
が
、
概
ね
同
世
代
く
ら

い
の
人
物
で
あ
る
。
中
央
の
武
士
の
祖
と
な
る
人
々
と
地
方
の
武
士
団
の
祖
と

な
る
維
茂
の
活
動
を
比
較
す
る
意
味
も
あ
り
、
十
世
紀
末
〜
十
一
世
紀
前
半
に

お
け
る
武
者
的
人
物
の
活
動
形
態
や
そ
の
後
の
子
孫
の
展
開
を
知
る
一
例
と
し

て
、
平
維
茂
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
平
維
茂
は
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
に
下
総
国
府
を
焼
亡
し
た
平
維

良
の
乱
を
起
こ
し
た
維
良
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り

（
上
記
の
維
茂
の
死
亡
を
示
す
記
事
は
維
良
の
も
の
で
あ
る
））

5
（

、
こ
の
平
維
良
の

乱
も
維
茂
の
足
跡
を
検
討
す
る
重
要
な
材
料
と
な
る
。
そ
こ
に
は
藤
原
道
長
の

御
堂
流
が
摂
関
家
と
し
て
固
定
す
る
前
後
の
時
期
に
お
け
る
、
摂
関
家
諸
流
と

の
関
係
模
索
の
あ
り
方
と
い
う
要
素
も
看
取
さ
れ
、
貴
族
社
会
の
中
で
の
武
者

の
位
置
づ
け
・
役
割
と
武
士
へ
の
展
開
と
い
う
要
素
を
考
究
す
る
こ
と
も
期
待
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さ
れ
る
。
ま
た
前
二
稿
と
同
様
に
、
越
後
城
氏
へ
の
展
転
過
程
に
も
言
及
し
、

武
士
の
歴
史
を
構
成
す
る
事
例
蓄
積
に
も
努
め
た
い
と
思
う
。

一　
『
今
昔
物
語
集
』
の
説
話
か
ら

平
維
茂
は
古
記
録
類
で
は
専
ら
維
良
（
吉
）
の
名
で
記
さ
れ
、
維
茂
と
し
て

の
活
動
が
見
え
る
の
は
系
図
・
説
話
史
料
に
お
い
て
で
あ
る
。
説
話
で
は
『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
十
五
第
四
話
「
平
維
茂
郎
等
、
被
殺
語
」、
第
五
話
「
平
維

茂
、
罰
藤
原
諸
任
語
」
が
知
ら
れ
る
。
第
四
話
は
、

上
総
守
兼
忠
ト
云
フ
者
有
ケ
リ
。
此
ハ
平
貞
盛
ト
云
ケ
ル
兵
ノ
弟
ノ
繁
茂

ガ
子
也
。
其
ノ
兼
忠
、
上
総
守
ニ
テ
有
ケ
ル
時
ニ
、
其
ノ
国
ニ
有
ケ
ル

ニ
、
余
五
将
軍
維
茂
ト
云
者
ハ
此
ノ
兼
忠
ガ
子
ニ
テ
有
ケ
ル
ガ
、
陸
奥
国

ニ
居
タ
リ
ケ
レ
バ
、
父
ノ
兼
忠
ガ
上
総
ニ
有
ル
ニ
、「
久
ク
不
見
奉
ニ
、

此
ク
上
総
守
ニ
成
テ
下
リ
給
タ
レ
バ
、
喜
ビ
乍
ラ
参
」
ト
云
ヒ
遣
セ
タ
リ

ケ
レ
バ
、
兼
忠
モ
喜
テ
其
儲
ヲ
営
テ
、「
何
シ
カ
」
ト
待
ツ
ニ
、
館
ノ
人
、

「
既
ニ
此
ニ
御
座
シ
タ
リ
」
ト
云
ヒ
騒
ケ
ム
。

と
あ
り
、
上
総
守
（
上
総
国
は
親
王
任
国
な
の
で
、
実
際
に
は
介
）
と
し
て
上

総
国
に
赴
任
し
た
父
兼
忠
の
下
を
陸
奥
国
で
活
動
す
る
子
の
維
茂
が
訪
問
し
た

時
の
出
来
事
を
記
し
て
い
る
。
兼
忠
の
任
官
時
期
は
不
明
と
さ
れ
て
き
た
が
、

『
平
安
遺
文
』
四
〇
八
号
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
四
月
八
日
山
城
国
禅
定
寺

田
畠
流
記
帳
（
禅
定
寺
文
書
）
に
綴
喜
郡
田
原
郷
字
山
田
の
杣
山
（
墾
田
・
家

地
あ
り
）
は
「
上
総
守
藤
兼
忠
朝
臣
売
」
と
あ
る
の
は
、
当
該
期
に
藤
原
兼
忠
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と
い
う
人
物
は
知
ら
れ
な
い
こ
と
、
禅
定
寺
文
書
の
異
本
に
「
藤
」
を
「
平

ヵ
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
は
平
兼
忠
を
示
す
も
の
に

他
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
と
す
る
と
、
第
四
話
は
こ
の
長
保
三

年
前
後
の
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
第
五
話
は
、

実
方
中
将
ト
云
人
陸
奥
守
ニ
成
テ
、
其
ノ
国
ニ
下
ダ
リ
ケ
ル
ヲ
、
其
ノ
人

ハ
止
事
無
キ
公
達
ナ
レ
バ
、
国
ノ
内
ノ
可
然
キ
兵
共
、
皆
前
々
ノ
守
ニ
モ

不
似
、
此
ノ
守
ヲ
饗
応
シ
テ
、
夜
ル
昼
ル
館
ノ
宮
仕
怠
ル
事
無
カ
リ
ケ

リ
。

と
あ
る
の
で
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
正
月
任
で
、
同
四
年
十
一
月
に
任
中

で
死
去
し
た
藤
原
実
方
が
陸
奥
守
で
あ
っ
た
頃
の
話
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
時

代
順
で
は
第
五
話
、
第
四
話
と
な
り
、
上
掲
の
如
く
に
第
四
話
で
は
維
茂
は
既

に
陸
奥
国
に
定
着
し
て
い
た
と
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
と
も
符
合
す
る
。

た
だ
、
第
四
話
に
は
維
茂
の
郎
等
の
あ
り
方
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
分
析
の

順
序
と
し
て
ま
ず
第
四
話
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
四
話
で
は
維
茂
に
は
「
郎
等
ノ
宗
ト
有
ル
者
共
四
五
人
計
調
度
ヲ
負
ヒ
、

前
ノ
庭
ニ
居
並
タ
リ
」
と
あ
り
、
郎
等
が
随
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
中
に
「
第
一
ニ
居
タ
ル
者
ハ
字
ヲ
バ
太
郎
介
ト
云
。
年
五
十
余
計
ノ
男

ノ
、
大
キ
ニ
太
リ
テ
鬚
長
ク
、
鑭
ク
怖
シ
気
也
。
現
ニ
吉
キ
兵
カ
ナ
ト
見
タ

リ
」
と
い
う
者
が
い
た
。
維
茂
一
行
が
到
着
し
た
時
、
兼
忠
は
「
風
発
テ
、
外

ニ
ハ
不
出
シ
テ
簾
ノ
内
ニ
寄
ニ
臥
シ
テ
、
入
シ
立
テ
仕
フ
小
侍
男
ヲ
以
テ
、
腰

ヲ
叩
カ
セ
テ
臥
タ
ル
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
兼
忠
は
小
侍
男
に
太

郎
介
を
知
っ
て
い
る
か
と
尋
ね
、
こ
の
年
少
の
者
が
知
ら
な
い
旨
を
答
え
る

と
、「
汝
ガ
父
先
年
ニ
殺
テ
シ
者
ノ
ゾ
」
と
、
小
侍
男
の
父
の
敵
で
あ
る
と
教

え
て
い
る
。

太
郎
介
ら
は
維
茂
が
食
事
を
終
え
、
寝
室
と
し
て
用
意
さ
れ
た
部
屋
に
行
く

の
を
送
り
届
け
た
後
、
自
分
達
の
宿
所
で
休
息
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
に
は

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
郎
等
が
お
り
、「
傍
ニ
弓
・
胡
録
・
鎧
・
甲
有
リ
。
庭
ニ
郎

等
共
、
調
度
ヲ
負
テ
、
所
々
ニ
立
廻
ツ
々
主
ヲ
守
ル
」
と
い
う
状
況
で
、
重
層

的
な
主
従
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る）

7
（

。
今
回
の
維
茂
の
上
総
国

訪
問
は
最
低
限
の
随
員
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
巻
十
六
第
二
十
話
「
従
鎮
西
上

人
、
依
観
音
助
遁
賊
難
持
命
語
」
の
大
宰
大
弐
の
子
息
で
「
武
勇
ノ
家
ニ
非
ズ

ト
云
ヘ
ド
モ
、
力
ナ
ド
有
テ
極
テ
猛
カ
リ
ケ
ル
」
と
い
う
者
が
上
京
し
た
時
の

郎
等
二
十
人
程
、
巻
二
十
三
第
十
四
話
「
左
衛
門
尉
平
致
経
、
送
明
尊
僧
正

語
」
で
、
藤
原
頼
通
の
命
に
よ
り
夜
間
に
急
に
護
衛
を
行
っ
た
際
に
三
十
余
人

の
郎
等
を
駆
使
し
た
例
、
ま
た
巻
十
九
第
四
話
「
摂
津
守
源
満
仲
出
家
語
」
に

「
年
来
仕
ケ
ル
親
シ
キ
郎
等
五
十
余
人
、
同
時
ニ
出
家
シ
ツ
」
と
あ
る
こ
と
な

ど
を
参
照
す
る
と
、
数
十
人
規
模
の
中
核
的
兵
力
を
従
え
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る）
8
（

。第
四
話
で
は
太
郎
介
周
辺
の
厳
重
な
警
備
の
中
、
小
侍
男
が
父
の
仇
討
ち
を

果
す
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
太
郎
介
を
殺
害
さ
れ
た
維
茂
は
、「
抑
モ
此
ノ
介

ハ
一
ト
セ
人
殺
テ
シ
者
ゾ
カ
シ
。
其
ノ
被
殺
ニ
シ
者
ノ
子
ナ
ム
小
侍
ニ
テ
守
殿

ニ
有
ナ
ル
。
然
様
ノ
者
ノ
殺
シ
タ
ル
ニ
コ
ソ
有
ヌ
レ
」、「
一
ト
セ
慮
外
馬
咎
メ

ニ
射
殺
シ
候
ヒ
シ
男
ノ
子
ノ
小
男
コ
ソ
殿
ニ
候
フ
ナ
レ
。
定
メ
テ
其
レ
ガ
為
態
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ニ
コ
ソ
候
フ
メ
レ
」
と
、
事
件
の
背
景
と
下
手
人
を
す
ぐ
に
思
い
付
い
て
お

り
、
父
兼
忠
に
犯
人
引
き
渡
し
を
申
し
入
れ
る
が
、
こ
の
出
来
事
は
両
者
の
間

で
蟠
り
に
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
兼
忠
は
も
し
兼
忠
が
殺
害
さ
れ
て
、
維
茂
の

郎
等
が
仇
討
ち
を
し
た
ら
ど
う
思
う
か
、「
祖
ノ
敵
ヲ
罰
ヲ
バ
天
道
許
シ
給
フ

事
ニ
ハ
非
ズ
ヤ
」
と
告
げ
、
維
茂
も
納
得
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。
ち

な
み
に
、
こ
の
小
侍
男
は
程
無
く
病
死
し
て
い
る
。

兼
忠
と
維
茂
は
久
し
く
相
会
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
父
が
殺
害
さ

れ
た
時
、
小
侍
男
は
「
未
幼
カ
リ
シ
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
殺
害
事
件
は
し
ば
ら
く
前
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
京
内
で
も
貴

族
の
邸
宅
の
前
を
断
り
な
く
、
あ
る
い
は
騎
馬
な
ど
で
通
過
す
る
と
、
紛
擾
に

な
る
例
が
散
見
し
て
お
り
、「
馬
咎
メ
」
と
は
乗
馬
の
ま
ま
前
を
通
る
無
礼
の

こ
と
で
、
些
細
な
事
が
紛
争
・
殺
人
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
巻
二
十
五
第
十

話
「
依
頼
信
言
平
貞
道
、
切
人
頭
語
」
で
は
、
源
頼
光
の
郎
等
で
あ
っ
た
平
貞

道
が
、
酒
の
席
で
頼
光
の
弟
頼
信
に
「
駿
河
国
ニ
有
ル
﹇　

﹈
ト
云
フ
者
ノ
、

頼
信
ガ
為
ニ
無
礼
ヲ
至
ス
。
シ
ヤ
頸
取
テ
得
サ
セ
ヨ
」
と
命
じ
ら
れ
た
時
、

「
其
御
弟
ニ
御
座
レ
バ
、
現
ニ
一
家
ノ
主
也
ト
ハ
云
ヘ
ド
モ
、
未
ダ
参
リ
仕
リ

ナ
ア
ド
ハ
不
為
」、「
此
様
ノ
事
ハ
、
我
レ
ヲ
宗
ト
憑
ム
人
ニ
コ
ソ
云
ヘ
」
と
思

い
、
明
確
な
返
事
を
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
に
要
事
で
東
国
に
下
向
す
る
際

に
、
駿
河
国
で
そ
の
男
に
会
し
、「
己
等
許
成
ヌ
ル
者
ヲ
バ
、
心
ニ
仕
セ
テ
為

得
給
ハ
ム
ズ
カ
ハ
」
な
ど
と
無
礼
な
言
辞
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
の
で
、
使
命
を

思
い
出
し
て
殺
害
す
る
と
い
う
顚
末
が
描
か
れ
て
お
り
、
太
郎
介
に
し
て
も
主

人
に
対
す
る
無
礼
を
看
過
し
難
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
第
四
話
で
は
維
茂
の
郎
等
集
団
の
様
相
を
瞥
見
し
た
が
、
彼
ら
の
陸

奥
国
で
の
活
躍
ぶ
り
、
ま
た
維
茂
と
の
関
係
形
成
の
端
緒
は
如
何
で
あ
ろ
う

か
。
第
五
話
に
よ
る
と
、
維
茂
は
陸
奥
国
に
お
い
て
藤
原
秀
郷
の
孫
諸
任
、
字

を
沢
股
四
郎
と
称
す
る
者
と
争
っ
て
お
り
、「
此
ノ
二
人
墓
無
キ
田
畠
ノ
事
ヲ

諍
テ
、
各
道
理
ヲ
立
テ
、
守
ニ
訴
ケ
ル
ヲ
、
何
レ
モ
理
也
ケ
ル
ニ
、
亦
二
人
乍

ラ
国
ノ
可
然
キ
者
ニ
テ
有
レ
バ
、
守
否
定
メ
不
切
シ
テ
有
ケ
ル
程
ニ
、
守
三
年

ト
云
ニ
失
ニ
ケ
レ
バ
」
と
あ
っ
て
、
さ
す
が
の
藤
原
実
方
も
こ
の
二
人
の
争
い

に
裁
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
過
ご
し
、
任
中
の
長
徳
四
年
十
一
月

に
死
去
し
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。
実
方
の
後
任
の
陸
奥
守
は
し
ば
ら
く
不
明
で
、

『
権
記
』
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
三
月
七
日
条
に
見
え
る
橘
道
貞
は
諸
国
申

請
雑
事
を
申
上
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
年
が
任
初
と
目
さ
れ
る
（
そ
の
後
は
寛

弘
六
年
に
藤
原
済
家
、
長
和
三
年
に
藤
原
貞
仲
、
寛
仁
三
年
に
橘
則
光
、
万
寿

三
年
に
平
孝
義
と
続
く
））

9
（

。

第
五
話
で
は
十
月
一
日
前
後
と
言
う
か
ら
、
実
方
の
死
の
翌
年
頃
、
次
の
守

の
赴
任
前
か
任
中
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
維
茂
と
諸
任
は
互
い
に
牒
を
交
わ
し

て
合
戦
に
よ
る
決
着
を
図
る
仕
儀
に
な
る
。
維
茂
方
は
兵
三
千
人
、
諸
任
方
は

千
余
人
の
兵
力
で
あ
っ
た
と
い
い
、
諸
任
は
不
利
を
察
知
し
て
常
陸
国
に
逃
走

し
た
と
い
う
風
聞
が
あ
り
、
維
茂
方
は
「
集
タ
リ
ケ
ル
兵
共
モ
暫
ク
コ
ソ
巻
ケ

レ
、
遙
ニ
久
ク
成
ヌ
レ
バ
、
各
、『
要
事
有
』
ナ
ド
云
テ
、
皆
本
国
ニ
返
リ
ヌ
」

と
散
会
し
て
し
ま
う
。
維
茂
方
で
は
沢
股
君
（
諸
任
）
は
「
常
陸
・
下
野
ナ
ド

ニ
通
テ
有
ラ
ム
」
と
、
油
断
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
丑
時
頃
に
「
軍
真
黒
ニ
打
散

テ
四
五
町
計
ニ
見
ヘ
候
ツ
」
と
、
諸
任
は
維
茂
に
夜
襲
を
か
け
る
。
維
茂
方
は
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家
内
に
二
十
人
程
し
か
い
な
く
、
妻
・
女
房
や
小
児
は
後
ろ
の
山
に
隠
遁
し
た

と
い
い
、
ま
だ
小
児
で
あ
っ
た
左
衛
門
大
夫
滋
定
（
繁
貞
）
も
こ
の
中
に
含
ま

れ
て
い
た
。

諸
任
側
は
「
屋
共
ニ
火
ヲ
付
テ
焼
キ
掃
フ
」、「
一
人
ト
シ
テ
逃
ス
者
無
ク
、

皆
家
ニ
籠
テ
、
或
ハ
射
殺
シ
或
ハ
焼
殺
シ
ツ
。
火
消
ヘ
畢
ヌ
レ
バ
、
皆
打
入
テ

見
ル
ニ
、
焼
ケ
死
タ
ル
者
、
上
下
男
子
・
児
共
ナ
ド
取
リ
合
テ
八
十
余
人
也
」

と
い
う
攻
撃
ぶ
り
で
、
諸
任
の
郎
等
も
二
十
〜
三
十
人
が
射
殺
さ
れ
た
と
あ
る

の
で
、
か
な
り
の
激
戦
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
と
も
か
く
も
維
茂
を
焼
死

さ
せ
た
も
の
と
し
て
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
諸
任
は
妻
の
兄
の
大

君
と
い
う
人
物
の
所
に
立
ち
寄
る
。
大
君
は
能
登
守
□
（
橘
か
）
惟
通
の
子

で
、「
長
武
者
ニ
テ
心
恥
カ
シ
ク
心
俸
テ
有
ケ
レ
バ
、
身
ニ
敵
モ
無
ク
、
万
人

ニ
被
請
テ
ナ
ム
有
ケ
ル
」
と
描
か
れ
て
お
り
、
陸
奥
国
で
一
目
も
二
目
も
置
か

れ
る
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
諸
任
は
「
軍
共
物
食
セ
、
酒
飲
セ
テ
」
と

考
え
て
到
来
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
君
は
「
其
ノ
余
五
ガ
頭
ハ
慥
ニ
取
テ
、
鞍

ノ
鳥
付
ニ
結
付
給
ヘ
リ
ヤ
」
と
詰
問
し
、
諸
任
が
そ
の
よ
う
な
措
置
・
確
認
を

し
て
い
な
い
旨
を
答
え
る
と
、
大
君
は
維
茂
の
生
存
の
可
能
性
に
留
意
す
べ
き

こ
と
を
伝
え
、
中
立
の
立
場
を
示
す
た
め
か
、
諸
任
を
館
内
に
入
れ
ず
、
酒
食

を
与
え
て
追
却
す
る
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
る
。

諸
任
は
「
哀
レ
、
賢
ク
坐
ス
ル
翁
共
カ
ナ
」
と
嘲
笑
し
、
五
〜
六
十
町
程
進

ん
で
、
西
に
小
川
が
流
れ
る
野
岳
に
至
り
、
こ
こ
で
酒
食
を
摂
り
、
臥
寝
し
て

し
ま
う
。
維
茂
は
生
存
し
て
お
り
、
生
き
残
っ
た
郎
等
た
ち
を
集
め
、「
彼
レ

ハ
勢
多
ク
シ
テ
軍
四
五
百
人
許
有
ケ
リ
。
此
方
ハ
僅
ニ
五
六
十
人
許
ニ
コ
ソ
侍

メ
レ
。
其
レ
ヲ
以
テ
ハ
忽
ニ
何
ダ
セ
サ
セ
給
ハ
ム
ト
為
ル
カ
。
然
レ
バ
、
後
ノ

日
ヲ
以
テ
軍
ヲ
集
メ
テ
、
何
ニ
モ
戦
ヒ
可
給
也
」
と
い
う
慎
重
論
を
退
け
、
諸

任
側
の
油
断
を
推
量
し
て
、
追
撃
に
出
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
維
茂
が
諸
任
を

追
走
す
る
に
は
大
君
の
家
の
前
を
通
過
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
大
君
は
防
禦
を

固
め
る
も
の
の
、
維
茂
を
制
止
す
る
こ
と
は
な
く
、
諸
任
の
敗
死
を
予
見
す
る

の
み
で
あ
っ
た
。
維
茂
方
は
「
軍
ノ
員
ヲ
計
フ
ル
バ
、
馬
ノ
兵
七
十
余
人
、
歩

兵
三
十
余
人
、
合
セ
テ
百
余
人
ゾ
集
レ
ル
。
此
レ
ハ
家
近
キ
者
共
ノ
疾
ク
聞
テ

馳
セ
集
レ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
家
遠
キ
者
共
ハ
未
聞
ネ
バ
、
遅
ク
来
ナ
ル
ベ
シ
」
と

あ
り
、
遠
近
に
居
住
す
る
郎
等
が
集
結
し
て
、
百
人
程
の
中
核
的
兵
力
を
動
員

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

維
茂
は
諸
任
を
急
襲
し
、「
射
取
テ
頸
ヲ
切
ツ
」
と
勝
利
を
納
め
、
さ
ら
に

諸
任
の
家
を
攻
撃
、「
屋
共
ニ
火
皆
付
テ
、『
凡
ソ
女
ヲ
バ
、
上
下
、
手
ヲ
不
懸

ソ
。
男
ト
云
ハ
ム
者
ヲ
バ
、
見
ヱ
ム
ニ
随
テ
射
臥
セ
ヨ
』
ト
云
ケ
レ
バ
、
片
端

ヨ
リ
皆
射
殺
シ
ツ
。
其
中
ニ
不
意
ニ
逃
ル
者
モ
有
ケ
リ
」
と
い
う
結
末
に
な
っ

た
。
上
述
の
よ
う
に
、
諸
任
の
妻
は
大
君
の
妹
で
あ
り
、
維
茂
は
「
人
ヲ
入
レ

テ
、
沢
股
ガ
妻
ヲ
バ
女
房
一
人
ヲ
具
シ
テ
引
出
テ
、
馬
ニ
乗
セ
テ
、
市
女
笠
ヲ

着
セ
テ
、
現
ニ
モ
不
見
セ
ズ
、
女
房
ヲ
モ
同
様
ニ
シ
テ
、
余
五
ガ
馬
ニ
傍
ニ
立

テ
」
と
保
護
し
、
大
君
の
家
に
立
ち
寄
り
、
門
前
で
「
自
ハ
否
参
入
ラ
。
沢
股

ノ
君
ノ
妻
ニ
ハ
イ
サ
サ
カ
ニ
恥
モ
不
見
セ
。
此
ク
御
妹
ニ
御
座
ヌ
レ
バ
、
其
レ

ニ
憚
リ
申
シ
慥
ニ
将
奉
タ
ル
也
」
と
告
げ
た
と
い
い
、
大
君
に
敬
意
を
示
し
、

関
係
確
立
に
努
め
て
い
る
。
以
上
が
第
五
話
の
概
要
で
、「
其
ヨ
リ
後
ナ
ム
此

ノ
維
茂
ハ
東
八
ケ
国
ニ
名
ヲ
挙
テ
、
弥
ヨ
並
ビ
無
キ
兵
ニ
被
ケ
ル
。
其
ノ
子
左
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衛
門
大
夫
滋
定
ガ
子
孫
、
公
ニ
仕
テ
、
于
今
有
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」

と
結
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
は
武
力
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。
維
茂
は
三
千
人
を
動
員
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
衙
軍
制
の
構
造
を
示
す
史
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
五
第
九
話
「
源
頼
信
朝
臣
、
責
平
忠
恒
語
」
に
描
か

れ
た
常
陸
介
源
頼
信
の
館
ノ
者
・
国
ノ
兵
共
計
二
千
人
に
対
し
て
、
左
衛
門
大

夫
平
惟
基
（
維
幹
）
の
三
千
騎
と
等
し
い
数
で
あ
る
。
と
も
に
繁
盛
流
で
、
兼

忠
―
維
茂
も
常
陸
国
に
拠
点
を
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
あ
る
い
は
同
様

の
形
で
兵
力
を
糾
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
将
門
記
』
で

は
承
平
六
年
七
月
二
十
六
日
の
下
毛
野
国
之
堺
で
の
合
戦
の
際
に
下
総
介
平
良

兼
が
千
余
人
、
同
七
年
九
月
十
九
日
の
常
陸
国
真
壁
郡
服
織
之
宿
で
の
合
戦
で

将
門
が
千
八
百
余
人
を
率
い
た
と
あ
り
、
一
国
で
勢
威
を
振
る
う
段
階
で
は
千

人
程
度
の
兵
力
引
率
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
新
皇
と
し
て
坂
東
諸

国
を
席
捲
し
た
将
門
が
一
旦
「
諸
国
兵
士
」
を
返
し
た
時
は
、「
僅
所
レ

遺
之
兵

不
レ

足
二

千
人
一

」
と
あ
り
（
天
慶
三
年
二
月
一
日
前
後
）、
や
は
り
こ
の
千
人
程

度
が
将
門
の
基
本
的
な
動
員
可
能
兵
力
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
よ
う）

₁₀
（

。
新
皇
段
階

で
は
五
千
人
、
常
陸
国
司
藤
原
維
幾
が
徴
発
し
た
常
陸
国
の
国
軍
が
三
千
人

（
天
慶
二
年
十
一
月
二
十
一
日
条
）、
下
野
国
押
領
使
と
し
て
藤
原
秀
郷
が
動
員

し
た
兵
力
が
四
千
人
（
天
慶
三
年
二
月
一
日
条
の
前
）
と
見
え
て
お
り
、
諸
任

の
千
人
余
が
基
本
的
な
兵
力
に
近
似
し
、
維
茂
の
三
千
人
は
、
後
に
「
本
国
」

に
散
会
し
た
と
あ
る
の
で
、
坂
東
か
ら
の
動
員
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
維
茂
の
中
核
的
兵
力
は
百
人
程
で
、
こ
れ
は
将
門
ら
と
同
様
で
あ

る
。
彼
ら
は
維
茂
の
家
の
近
辺
、
ま
た
や
や
遠
所
に
居
住
し
て
お
り
、『
将
門

記
』
で
は
こ
う
し
た
従
類
が
核
と
な
り
、
さ
ら
に
周
辺
に
居
住
す
る
伴
類
と
呼

ば
れ
る
人
々
を
動
員
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
戦
闘
は
相
手
の
拠
点
を
殲
滅

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
し
て
お
り
、『
将
門
記
』
を
要
約
し
た
『
今
昔
物
語

集
』
巻
二
十
五
第
一
話
「
平
将
門
、
発
謀
反
被
誅
語
」
に
は
「
父
故
良
持
ガ
田

畠
ノ
諍
ニ
依
テ
、
遂
ニ
合
戦
ニ
及
」
と
あ
り
、
第
五
話
で
も
「
墓
無
キ
田
畠
ノ

事
ヲ
諍
テ
」
と
あ
る
が
、
土
地
の
争
奪
よ
り
も
、
人
的
結
合
に
打
撃
を
与
え
る

こ
と
が
主
眼
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
第
三
話
「
源
充
・
平
良
文
合
戦
語
」
で

は
、「
二
人
ガ
云
事
ヲ
互
ニ
中
言
為
ル
郎
等
有
テ
」、「
人
ノ
云
ヒ
腹
立
テ
合
ス

レ
バ
、
共
ニ
大
キ
ニ
嗔
ヲ
成
シ
テ
」
と
記
さ
れ
、
互
い
の
直
接
的
な
争
い
と
い

う
よ
り
も
、
中
間
に
存
す
る
郎
等
同
士
の
対
立
な
ど
が
事
を
大
き
く
す
る
要
因

で
あ
っ
た
と
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
第
五
話
で
も
、「
其
後
共
ニ
愁
ノ
憤
リ
不

止
シ
テ
、
互
ニ
不
安
ラ
思
テ
有
ル
程
ニ
、
各
此
ノ
事
ヲ
便
無
キ
様
ニ
中
言
ス
ル

者
共
有
テ
、
不
吉
様
ニ
聞
セ
ケ
レ
バ
、
本
ノ
極
リ
中
吉
カ
リ
ケ
ル
者
共
ノ
只
悪

ニ
悪
ク
成
ヌ
」
と
あ
っ
て
、
や
は
り
同
様
の
構
図
で
合
戦
に
至
っ
た
よ
う
で
あ

る
。『

将
門
記
』
天
慶
三
年
正
月
中
旬
の
将
門
に
よ
る
平
貞
盛
・
藤
原
為
憲
（
常

陸
国
司
維
幾
の
子
で
、
貞
盛
の
い
と
こ
）
追
討
で
は
、
貞
盛
ら
は
取
り
逃
が
し

た
が
、
貞
盛
と
源
扶
の
妻
を
捕
獲
し
て
お
り
、
こ
の
時
、「
陣
頭
多
治
経
明
・

坂
上
遂
高
之
中
、
追
領
二

彼
女
一

。
新
皇
聴
二

此
事
一

、
為
レ

匿
二

女
人
媿
一

、
雖
レ

下

二

勅
命
一

、
々
々
以
前
、
為
二

夫
兵
等
一

悉
被
二

虜
領
一

也
。
就
レ

中
貞
盛
之
妾
、
被
二
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…桓武天皇―葛原親王―高見王―高望王――国香――貞盛――維叙―永成（盛） 

＝維茂 
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―良将――将門 
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―女子 

―女子 

―長谷雄――海雄――茂枝――佐臣―仲任――道貞* 

図2　維茂、諸任、大君の系譜的比較

（備考）「＝」は養子関係を示す。人名の右肩の「*」は陸奥守就任者。
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 ―兼光#――頼行#――兼行――師種 

―兼助      ―成行――成綱――家綱――俊綱〔足利〕 

―行高――行政――行光――政光――朝政〔小山〕 

図3　秀郷流藤原氏の略系図

（備考）『尊卑分脈』を中心に作成。信夫佐藤氏の系図は『伊勢佐藤系図』を参照。人名の右肩の「#」は鎮
守府将軍就任者。
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剥
取
一

露
レ

形
、
更
无
二

為
方
一

矣
」
と
な
っ
た
と
い
い
、
以
下
や
や
文
学
的
な
叙

述
が
続
く
が
、
女
性
は
暴
行
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
維
茂
は
大

君
の
妹
で
あ
る
諸
任
の
妻
を
庇
護
す
る
こ
と
に
意
を
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
君
は
「
喜
テ
門
ヲ
開
テ
、
妹
ノ
君
ノ
女
房
ヲ
受
取
テ
、
給
ハ
リ
ヌ
ル
由
ヲ
云

ヒ
出
シ
タ
レ
バ
、
使
ハ
返
ヌ
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
戦
後
の
大
君
と
の
関
係

構
築
が
可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
初
、
諸
任
は
常
陸
あ
る
い
は
下
野
に
逃
去
し
た
の
で
は
な
い

か
と
描
か
れ
て
い
る
。
維
茂
と
諸
任
の
合
戦
の
舞
台
が
陸
奥
国
の
ど
の
あ
た
り

で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
元
来
は
坂
東
か
ら
進
出
し
て
き
て

お
り
、
諸
任
に
関
し
て
は
秀
郷
流
藤
原
氏
の
拠
点
で
あ
る
下
野
、
ま
た
繁
盛
流

の
本
拠
地
の
常
陸
に
も
何
ら
か
の
拠
点
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
維
茂

も
第
四
話
で
は
時
に
坂
東
に
往
還
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
陸
奥
国
で

も
坂
東
に
近
接
し
た
南
部
の
地
域
が
想
定
さ
れ
て
く
る
。
諸
任
の
沢
股
四
郎
と

い
う
呼
称
と
の
関
連
で
は
、
福
島
市
に
北
沢
又
・
南
沢
又
が
あ
り
、
こ
こ
は
信

夫
郡
域
で
、
後
代
に
は
や
は
り
秀
郷
流
藤
原
氏
で
、
奥
州
藤
原
氏
の
有
力
な
郎

等
・
姻
族
と
な
る
信
夫
佐
藤
氏
が
勢
力
を
確
立
す
る
地
と
な
る
。
し
た
が
っ
て

維
茂
と
諸
任
の
争
い
も
、
こ
の
南
奥
の
地
で
の
合
戦
の
一
齣
で
あ
っ
た
と
目
さ

れ
よ
う
。

な
お
、
維
茂
、
諸
任
、
大
君
（
橘
好
則
）
の
系
譜
上
の
位
置
関
係
を
比
較
す

る
と
、
第
五
話
で
秀
郷
の
孫
と
あ
る
諸
任
は
概
ね
維
茂
と
同
世
代
の
人
物
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、『
尊
卑
分
脈
』
で
は
秀
郷
の
六
代
孫
に
師
種
が
お

り
、「
澤
股
、
余
五
将
軍
敵
人
」（
二
―
四
〇
五
頁
）
と
あ
る
が
、
世
代
的
に
は

合
わ
ず
、
秀
郷
流
藤
原
氏
の
系
図
復
原
に
は
色
々
と
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
大
君
は
『
橘
氏
系
図
』（『
群
書
類
従
』
五
）
に
は
惟
通
の
子
に
「
好

則
〈
陸
奥
住
人
、
従
五
下
／
大
君
ト
云
フ
〉」
と
あ
り
、
そ
の
子
致
範
は
従
五

下
・
越
中
守
、
女
子
は
「
秀
郷
孫
諸
任
室
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
妹

と
す
る
第
五
話
と
齟
齬
し
、
図
2
で
は
両
案
を
併
記
し
て
示
し
た
。
さ
ら
に

妹
・
女
子
い
ず
れ
に
し
て
も
、
諸
任
と
大
君
の
関
係
、
大
君
は
「
長
武
者
」・

「
翁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
諸
任
や
維
茂
よ
り
は
年
齢
が
上
、

ま
た
は
世
代
も
上
と
目
さ
れ
る
が
、
橘
氏
の
系
図
の
世
代
で
は
諸
任
・
維
茂
よ

り
も
代
数
が
下
に
な
り
、
橘
氏
の
人
々
が
若
年
の
う
ち
に
次
々
と
世
代
交
代
し

な
い
と
、
系
譜
上
の
位
置
が
合
わ
な
く
な
る
の
で
、
こ
れ
も
検
討
課
題
と
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。

ち
な
み
に
、
橘
氏
の
こ
の
前
後
の
人
々
に
は
陸
奥
守
の
経
歴
を
有
す
る
者
が

散
見
し
、
大
君
＝
橘
好
則
が
陸
奥
国
で
活
動
す
る
前
提
と
し
て
、
こ
う
し
た
同

族
の
任
官
に
伴
う
下
向
・
随
従
と
い
う
契
機
が
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

こ
の
点
は
維
茂
の
陸
奥
国
進
出
の
要
因
を
検
討
す
る
上
で
留
意
し
、
後
述
す
る

こ
と
に
し
た
い
。
ま
た
諸
任
に
勝
利
し
た
維
茂
は
陸
奥
国
で
の
勢
威
を
さ
ら
に

高
め
た
も
の
と
思
わ
れ
、
上
述
の
第
四
話
で
は
太
郎
介
と
い
う
者
を
郎
等
に
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
六
第
五
話
「
陸
奥
国
府

官
大
夫
介
子
語
」
に
は
、「
陸
奥
ノ
国
ニ
勢
徳
有
ル
者
、
兄
弟
有
ケ
リ
。
兄
ハ
、

弟
ヨ
リ
ハ
何
事
モ
事
ノ
外
ニ
増
テ
ゾ
有
ケ
ル
。
国
ノ
介
ニ
テ
政
ヲ
取
行
ヒ
ケ
レ

バ
、
国
ノ
庁
チ
ニ
常
ニ
有
テ
、
家
ニ
居
タ
ル
事
ハ
希
ニ
ゾ
有
ケ
ル
。
家
ハ
、
館

ヨ
リ
百
町
許
去
テ
ゾ
有
ケ
ル
、
字
ヲ
バ
大
夫
ノ
介
ト
ナ
ン
云
ケ
ル
」
と
描
か
れ
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る
在
庁
官
人
の
上
首
者
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
人
物
と
も
つ
な
が

り
を
築
い
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

平
維
良
の
乱

次
に
平
維
茂
＝
維
良
の
動
向
が
知
ら
れ
る
の
が
、
長
和
五
年
（
一
〇
〇
三
）

に
下
総
国
で
勃
発
し
た
平
維
良
の
乱
で
あ
る
。
前
章
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、

長
和
三
年
に
は
維
茂
の
実
父
兼
忠
が
上
総
介
と
し
て
在
任
し
て
お
り
、
第
四
話

に
は
陸
奥
国
か
ら
郎
等
を
率
い
て
上
総
国
に
到
来
す
る
維
茂
の
姿
が
描
か
れ
て

い
る
。
第
四
話
で
は
郎
等
間
の
敵
討
ち
の
紛
擾
が
あ
り
、
維
茂
は
程
な
く
陸
奥

国
に
戻
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
平
維
良
は
『
平
安
遺
文
』
四
三
九
号

寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
四
月
十
四
日
条
事
定
文
写）

₁₁
（

に
見
え
る
上
野
介
橘
忠
範

の
申
請
雑
事
中
の
「
一
請
兼
被
レ

賜
二

官
符
一

、
停
下

止
隣
国
々
司
并
隨
兵
郎
等
、

恣
越
来
残
中

滅
所
部
上

事
」
と
い
う
行
為
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
兼
忠
も
上

総
介
在
任
の
中
で
の
、
維
茂
の
坂
東
に
お
け
る
活
動
の
一
端
を
示
す
も
の
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
所
以
で
あ
る）

₁₂
（

。

ａ
『
小
記
目
録
』
第
十
七
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
正
月
十
六
日
条

同
五
年
正
月
十
六
日
、
下
総
・
武
蔵
両
国
司
、
依
二

維
良
兵
乱
一

、
言
二

上
解
状
一

事
。

ｂ
―
１
『
小
記
目
録
』
第
十
七
長
保
五
年
二
月
八
日
条

同
年
二
月
八
日
、
被
レ

定
下

可
レ

追
二

討
平
維
良
一

使
上

事
。

ｂ
―
２
『
百
錬
抄
』
長
保
五
年
二
月
八
日
条

諸
卿
定
申
下
総
守
義
行
言
上
平
佐
（
維
）
良
焼
二

亡
府
館
一

掠
二

虜
官
物
一

事
。

ｃ
『
権
記
』
長
保
五
年
二
月
二
十
八
日
条

（
上
略
）
又
被
レ

定
二

宇
佐
宮
申
請
及
上
□
〔
総
ヵ
〕
国
司
解
文
・
□
（
前
ヵ
）

司
著
信
等
申
文
一

。

ｄ
『
権
記
』
長
保
五
年
四
月
二
十
三
日
条

（
上
略
）
又
参
二

左
府
一

、
奉
下

越
後
守
為
文
申
レ

停
二

押
領
使
一

・
惟
風
著
任
後
追
二

捕
平
維
良
一

文
上

。（
下
略
）

ｅ
『
権
記
』
長
和
五
年
四
月
二
十
六
日
条

（
上
略
）
左
右
金
吾
・
弼
相
公
・
左
大
丞
候
二

御
前
一

、
有
二

掩
韻
事
一

。
有
二

陣

定
一

。
遠
江
□
〔
守
〕
惟
貞
・
下
総
守
為
重
〔
度
ヵ
〕
申
十
个
条
、
上
総
前
々

﹇　

﹈（
司
著
信
ヵ
）
申
曲
殿
等
事
、
及
上
総
国
・
相
模
国
申
文
、
下
総
国
申

文
・
日
記
等
也
。（
下
略
）

ｆ
『
小
記
目
録
』
第
十
七
長
保
五
年
五
月
三
日
条

同
年
五
月
三
日
、
追
二

捕
平
維
良
一

事
。

ｇ
『
小
記
目
録
』
第
十
七
長
保
五
年
五
月
五
日
条

同
年
同
月
五
日
、
平
維
良
焼
二

下
総
国
庁
一

事
。

ｈ
『
権
記
』
長
保
五
年
九
月
五
日
条

参
レ

衙
、
有
レ

政
。
参
内
。
左
大
臣
被
レ

定
二

申
惟
風
朝
臣
言
上
平
維
良
所
レ

犯
弁

定
事
一

。
惟
風
言
上
之
旨
、
専
非
二

官
府
（
符
）
之
意
一

、
先
向
二

事
発
所
一

、
弁
二

定
理
非
一

可
二

言
上
一

。
偏
以
二

義
行
等
申
状
一

為
レ

実
、
是
非
レ

可
レ

為
二

証
拠
一

。
次

問
下

上
総
国
司
及
加
二

押
署
於
義
行
解
文
一

之
者
等
上

、
依
二

其
紕
繆
一

可
レ

知
二

実

否
一

。
又
受
二

勘
問
一

者
与
レ

使
共
不
レ

可
レ

署
二

於
日
記
一

。
風
（
凡
ヵ
）
又
焼
亡
処
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之
事
実
者
、
慥
注
二

其
数
及
子
細
一

可
二

言
上
一

也
。
使
解
状
者
（
脱
ア
ル
カ
）

ｉ
『
小
記
目
録
』
第
十
七
長
保
五
年
九
月
八
日
条

同
年
九
月
八
日
、
下
総
守
義
行
并
雑
任
等
問
注
記
事
。

ｊ
『
権
記
』
寛
弘
元
年
（
一
〇
〇
四
）
三
月
七
日
条

（
上
略
）
被
レ

定
二

安
房
守
秀
俊
申
雑
事
六
个
条
、
下
総
国
守
忠
能
申
五
个
条
一

。

（
下
略
）

平
維
良
の
乱
が
起
き
た
の
は
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
末
の
こ
と
と
目
さ

れ
、
翌
五
年
正
月
・
二
月
に
な
っ
て
朝
廷
に
そ
の
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ｂ
―
２
に
は
「
焼
二

亡
府
館
一

」、
ｇ
に
は
「
焼
二

下
総
国
庁
一

」
と
あ
り
、
下
総

国
府
を
焼
き
打
ち
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
こ
に
は
国
司
と

の
対
立
・
国
司
を
襲
撃
す
る
と
い
う
事
柄
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
当
時
の
下
総
国
守
は
ｂ
―
２
・
ｈ
・
ｉ
に
登
場
す
る
宮
道
義
行
で
、

彼
は
『
小
右
記
』
長
保
元
年
十
二
月
二
十
七
日
条
に
下
総
守
で
、
藤
原
実
資
に

絹
・
露
草
移
な
ど
を
送
付
し
た
こ
と
が
見
え
、
そ
の
前
年
の
『
権
記
』
長
徳
四

年
二
月
二
十
三
日
条
に
は
藤
原
惟
親
が
「
下
総
功
」
に
よ
り
従
五
位
上
に
叙
せ

ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
（『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
年
三
月
十
六
日

条
の
東
三
条
院
へ
の
行
幸
で
は
「
召
二

堪
レ

楽
者
一

」
の
中
に
見
え
る
）、
長
保
四

年
は
宮
道
義
行
の
任
終
年
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
事
件
は
任
終
年
に
お
け
る
国
司

の
苛
政
に
対
し
て
、
隣
国
で
活
動
す
る
平
維
良
（
維
茂
）
が
関
与
し
た
も
の

で
、
国
司
苛
政
上
訴
が
国
司
襲
撃
事
件
に
展
開
し
た
出
来
事
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
よ
う）

₁₃
（

。

但
し
、
平
維
良
の
乱
の
原
因
や
国
府
焼
き
打
ち
以
外
の
詳
細
は
、
主
要
な
史

料
で
あ
る
『
小
右
記
』
本
文
が
欠
如
し
、『
小
記
目
録
』
し
か
な
く
、『
権
記
』

で
は
ｈ
以
外
に
具
体
的
な
記
述
に
欠
け
る
こ
と
も
あ
り
、
不
明
の
部
分
が
大
き

い
。『
将
門
記
』
に
お
け
る
平
将
門
の
武
蔵
国
や
常
陸
国
の
紛
擾
へ
の
介
入
の

よ
う
な
行
動
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
に
留
ま
る
。
ま
た
ａ
に
は

下
総
国
司
か
ら
だ
け
で
な
く
武
蔵
国
司
か
ら
の
兵
乱
勃
発
の
言
上
が
あ
り
、

ｄ
・
ｈ
に
平
定
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
藤
原
惟
風
は
、
時
に
武
蔵
守
と
目

さ
れ
、『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
十
月
九
日
条
で
は
藤
原
道
長
に
馬
一
疋
を

献
上
し
て
お
り
、『
小
右
記
』
寛
弘
二
年
正
月
二
十
日
条
に
は
坂
東
の
通
例
で

あ
る
二
箇
年
分
の
済
事
に
よ
り
受
領
功
過
に
合
格
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
上

掲
の
上
野
介
橘
忠
範
の
申
請
雑
事
に
は
「
一
請
因
二

准
傍
例
一

、
賜
二

押
領
使
官

符
於
下
野
・
武
蔵
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
等
国
一

、
捕
二

糺
凶
賊
一

、
兼
賜
二

随
兵

廿
人
一

事
」
と
あ
り
、
公
卿
ら
の
裁
定
で
は
「
当
国
押
領
使
及
随
兵
等
、
任
二

前

例
一

可
レ

被
二

裁
許
一

歟
」
と
あ
る
の
で
、
坂
東
の
国
司
は
押
領
使
を
兼
帯
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

藤
原
惟
風
は
北
家
長
良
卿
孫
で
、
長
良
―
国
経
―
忠
幹
―
文
信
―
惟
風
と
い

う
系
譜
で
、『
尊
卑
分
脈
』
に
は
「
従
四
上
／
備
中
・
武
蔵
等
守
／
中
宮
亮
」

と
あ
り
（
二
―
一
五
二
頁
）、『
権
記
』
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
正
月
二
十
二

日
条
に
は
「
申
二

受
領
等
一

之
中
、
新
叙
」
と
し
て
、
検
非
違
使
分
の
中
に
惟
風

が
見
え
、
こ
こ
で
武
蔵
守
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

₁₄
（

。
惟
風
は
『
小
右
記
』
寛
和

元
年
（
九
八
五
）
二
月
十
三
日
条
に
は
時
に
右
衛
門
尉
で
円
融
上
皇
の
子
日
御

遊
に
御
馬
龓
と
し
て
登
場
し
、
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
正
月
十
五
日
条
の
使
宣

旨
で
は
文
章
生
右
衛
門
権
少
尉
、
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
五
月
十
五
日
条
の
藤
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原
道
長
の
右
近
馬
場
で
の
競
馬
で
は
検
非
違
使
で
、
出
馬
を
分
取
し
た
と
あ

る
。『
尊
卑
分
脈
』
に
は
「
使
／
蔵
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
文
章
生
か

ら
出
身
し
て
右
衛
門
尉
・
検
非
違
使
・
蔵
人
を
歴
任
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
武

蔵
守
で
あ
り
な
が
ら
、
平
維
良
の
追
討
に
起
用
さ
れ
た
の
は
、
武
官
の
経
歴
・

相
応
の
武
威
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
そ
の
後
の
動
向
と
し
て

は
、『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
十
月
十
七
日
条
で
は
、
時
に

散
位
で
、
敦
成
親
王
（
後
一
条
天
皇
）
家
の
別
当
に
な
っ
て
お
り
、
同
七
年
三

月
十
三
日
条
に
は
時
に
備
前
守
で
、
道
長
に
任
国
下
向
の
挨
拶
を
し
、
馬
一
疋

を
賜
与
さ
れ
て
い
る
。
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
四
月
二
日
条
に
は
道
長
か
ら

唐
鞍
具
を
賜
与
さ
れ
、
長
和
二
年
九
月
十
六
日
条
で
は
、
三
条
天
皇
が
道
長
の

土
御
門
第
に
行
幸
し
た
時
、
中
宮
亮
（
中
宮
妍
子
は
道
長
の
女
）
と
し
て
従
四

位
上
に
昇
叙
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
小
右
記
』
長
和
四
年
四
月
五
日
条

に
は
中
宮
の
御
乳
母
中
務
典
侍
（
藤
原
灑
子
〔
高
子
〕）
に
関
連
し
て
、「
故
惟

風
妻
」
と
見
え
る
の
で
、
こ
の
時
に
は
故
人
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
惟
風
に
よ
る
追
討
に
対
し
て
は
、
ｄ
に
越
後
守
源
為
文
が
追
捕
を
停
止

す
る
よ
う
に
言
上
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
維
良
＝
維
茂
は
後
代
に
越
後
を
拠
点

と
す
る
城
氏
の
祖
と
な
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
既
に
こ
の
頃
か
ら
越
後
と
の
つ

な
が
り
が
あ
り
、
越
後
に
逃
走
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
新
説
に
従
っ
て
史
料
の
読
み
方
を
改
め
た
の

で
、
こ
の
よ
う
な
想
定
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
こ
の
点
は
措
く
と
し
て
、『
玉

葉
』
治
承
五
年
（
一
一
八
一
＝
養
和
元
）
七
月
一
日
条
に
は
、
城
助
職
が
信
濃

国
に
侵
攻
し
て
木
曾
義
仲
に
敗
れ
た
後
、「
本
国
在
庁
官
人
已
下
、
為
レ

遂
二

宿

意
一

、
欲
レ

凌
二

礫
助
元
一

之
間
、
欲
レ

引
二

籠
藍
津
之
城
一

之
処
、
秀
平
遣
二

郎
従
一

欲
二

押
領
一

。
仍
逃
二

去
佐
渡
国
一

了
」
と
い
う
行
動
が
記
さ
れ
て
お
り
、
越
後
と

陸
奥
は
会
津
を
介
し
て
連
絡
可
能
で
あ
っ
た
か
ら）

₁₅
（

、
維
良
＝
維
茂
は
陸
奥
を
経

由
し
て
会
津
か
ら
越
後
に
逃
走
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

さ
ら
に
ｈ
で
は
、
左
大
臣
藤
原
道
長
が
陣
定
に
お
い
て
、
惟
風
の
言
上
は
追

討
官
符
の
趣
旨
と
相
違
し
て
お
り
、
ま
ず
事
発
所
で
あ
る
下
総
国
に
出
向
い

て
、
事
実
関
係
を
弁
定
し
た
上
で
言
上
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
事
件
を
報
告
し
た

宮
道
義
行
の
申
状
を
事
実
と
す
る
だ
け
で
は
証
拠
に
な
ら
な
い
と
叱
責
し
て
い

る
。
こ
の
陣
定
で
は
ま
た
、
上
総
国
司
と
義
行
の
提
出
し
た
解
文
に
加
署
し
た

者
を
尋
問
す
れ
ば
、
そ
の
誤
り
に
よ
っ
て
実
否
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
こ
と
、
勘
問
を
受
け
る
者
（
義
行
側
）
と
追
討
に
加
わ
っ
た
惟
風
が
一
緒
に

事
件
の
報
告
書
に
署
名
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
下
総
国
府
が
焼
亡
し
た
こ
と

が
事
実
で
あ
れ
ば
、
そ
の
被
害
数
と
子
細
を
言
上
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
総
じ
て
惟
風
や
義
行
に
は
手
厳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

ｉ
に
よ
る
と
、
下
総
守
宮
道
義
行
と
雑
任
＝
在
庁
官
人
が
勘
問
さ
れ
て
お
り
、

朝
廷
は
義
行
側
に
原
因
が
あ
る
と
目
途
を
つ
け
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
平
維
良
の
乱
は
維
良
＝
維
茂
に
対
す
る
処
罰
は
曖
昧
な

ま
ま
に
終
わ
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
下
総
守
宮
道
義
行
や
追
討
に
加
わ
っ
た
藤
原

惟
風
ら
が
藤
原
道
長
か
ら
責
問
さ
れ
る
仕
儀
に
な
っ
て
い
る
。
ｅ
・
ｊ
に
は
上

総
国
司
、
ま
た
義
行
の
後
任
者
で
あ
る
下
総
守
藤
原
為
度
、
さ
ら
に
同
年
中
の

八
月
十
六
日
に
下
総
守
に
な
っ
た
源
忠
能
（
良
）
か
ら
申
文
が
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
が
、
上
総
国
司
が
維
良
＝
維
茂
の
父
兼
忠
で
あ
っ
た
か
否
か
を
含
め
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て
、
そ
の
内
容
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
維
良
の
乱
と
の
関
係
が
わ
か
ら
な
い
の

は
残
念
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
ｄ
の
越
後
守
源
為
文
は
、『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
閏
九
月

十
六
日
条
に
は
敦
康
親
王
に
小
馬
二
疋
を
献
上
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
但
し
、

彼
は
そ
の
後
、
寛
弘
六
年
二
月
に
は
時
に
前
越
後
守
で
、
中
宮
彰
子
・
敦
成
親

王
・
道
長
ら
を
呪
詛
し
た
法
師
円
能
の
勘
問
に
よ
り
、
高
階
光
子
ら
と
と
も
に

造
意
者
と
さ
れ
る
民
部
大
輔
源
方
理
の
妻
源
氏
に
父
で
あ
っ
た
た
め
、
罪
名
を

勘
申
さ
れ
て
お
り
、
円
能
は
為
文
は
厭
符
の
事
は
知
ら
な
か
っ
た
と
証
言
し
た

も
の
の
、
明
法
勘
文
で
は
八
虐
の
罪
に
あ
た
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
（『
百
錬

抄
』
寛
弘
六
年
二
月
四
日
条
、『
政
事
要
略
』
巻
七
十
寛
弘
六
年
二
月
八
日
勘

文
な
ど
）。
為
文
は
除
名
に
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ｄ
の
時
点
を

含
め
て
、
道
長
と
の
関
係
は
不
詳
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

宮
道
義
行
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
六
長
徳
二
年
正
月
二
十
一
日
の
奏
状
で

「
拝
二

任
安
房
・
能
登
・
淡
路
等
国
守
闕
一

」
を
求
め
た
時
、「
天
延
元
年
（
九
七

三
）
候
二

蔵
人
所
一

、
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
任
二

木
工
允
一

、
当
時
造
営
、
日
夕

奔
営
。
天
元
三
年
（
九
八
〇
）
遷
二

大
蔵
一

丞
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
適
預
二

栄
爵
一

」
と
い
う
経
歴
を
述
べ
て
お
り
、
こ
の
時
は
国
司
へ
の
転
身
は
叶
わ
な

か
っ
た
が
、
上
述
の
よ
う
に
、
そ
の
後
に
下
総
守
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

彼
は
『
小
右
記
』
に
散
見
し
、
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
十
一
月
二
十
七
日
条
で

は
実
資
が
小
野
宮
東
家
の
造
作
に
伴
う
犯
土
を
避
け
る
た
め
に
義
行
宅
に
移
居

し
て
い
る
。
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
四
月
十
六
日
条
に
は
十
五
日
戌
尅
頃
に

五
十
七
歳
で
死
去
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、「
執
二

行
政
所
雑
事
一

之
間
、
曾
無
二

雑

怠
一

者
也
。
太
惜
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
野
宮
家
の
家
司
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る）

₁₆
（

。
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
九
月
一
日
条
で
は
宮
道
仲
光
が
皇

后
宮
少
進
に
申
任
さ
れ
て
お
り
、「
故
義
行
朝
臣
仲
光
父
。
従
二

若
冠
之
時
一

、

従
二

余
于
尚
一

。
依
二

昔
志
一

、
今
謹
所
二

申
任
一

也
」
と
見
え
、
治
安
三
年
（
一
〇

二
三
）
八
月
二
十
八
日
条
で
は
義
行
の
子
で
、
長
和
二
年
八
月
五
日
条
で
家
司

に
な
っ
て
い
た
（「
故
義
行
朝
臣
子
。
義
行
朝
臣
自
二

昔
日
一

至
二

閇
目
一

、
殊
致
二

勤
節
一

。
仍
為
レ

不
レ

空
二

彼
職
一

所
レ

補
也
」
と
あ
る
）
式
光
を
実
資
の
女
千
古
の

家
司
に
任
じ
て
お
り
、
実
資
は
そ
の
子
息
た
ち
に
も
配
慮
し
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
な
お
、『
九
条
殿
記
』
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
正
月
五
日
条
に
は
、

藤
原
師
輔
の
大
饗
に
際
し
て
、「
左
大
臣
差
二

右
衛
門
尉
宮
道
忠
用
一

□
引
出
物

料
馬
一
疋
」
と
あ
り
、
藤
原
実
頼
の
使
者
を
務
め
た
宮
道
氏
の
者
が
知
ら
れ
、

義
行
は
こ
う
し
た
類
縁
に
よ
っ
て
小
野
宮
家
に
仕
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る）

₁₇
（

。

ｋ
『
続
左
丞
抄
』
寛
和
三
年
（
九
八
七
）
正
月
二
十
四
日
官
符

太
政
官
符
近
江
・
美
濃
等
国
司
。
応
レ

令
レ

運
二

上
延
暦
寺
一

散
位
従
五
位
下
平
朝

臣
繁
盛
奉
二

書
写
一

金
泥
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
事
。
右
得
二

彼
寺
今
月
五
日
奏

状
一

偁
、
繁
盛
去
寛
和
二
年
十
一
月
八
日
解
状
偁
、
謹
検
二

案
内
一

、
奉
公
之
勤
、

古
今
未
レ

倦
、
至
二

于
老
後
一

、
猶
含
二

忠
節
一

。
況
坂
東
大
乱
之
時
、
故
秀
郷
朝

臣
・
貞
盛
朝
臣
、
与
二

繁
盛
等
一

共
竭
二

筋
骨
一

、
入
二

万
死
一

出
二

一
生
一

、
□
天
下

之
騒
動
也
。
依
二

其
勲
功
一

、
秀
郷
・
貞
盛
各
関
二

恩
賞
一

、
拝
二

分
憂
職
一

、
繁
盛

独
漏
二

朝
恩
一

、
未
レ

慰
二

夕
膓
一

。
毎
レ

思
二

鴻
涙
之
難
一
レ

通
、
猶
歎
二

鳳
徳
之
不
一
レ

同
、
涯
分
不
レ

及
、
方
寸
所
レ

存
也
。
然
而
及
二

于
白
髪
之
時
一

、
偏
懐
二

皇
道
之
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節
一

。
仍
奉
二

為
聖
朝
安
穏
鎮
護
国
家
一

、
以
二

金
泥
一

奉
レ

写
二

大
般
若
経
一
部
六

百
巻
一

、
為
レ

表
二

丹
誠
一

、
負
二

之
白
馬
一

、
欲
レ

令
レ

運
二

上
天
台
一

。
揚
二

題
名
一

之

間
、
陸
奥
介
平
忠
頼
・
忠
光
等
、
移
二

住
武
蔵
国
一

、
引
二

率
伴
類
一

、
運
上
之

際
、
可
レ

致
二

事
煩
一

之
由
、
普
告
二

隣
国
一

、
連
日
不
レ

絶
。
件
忠
光
等
、
依
二

所
レ

犯
明
白
一

、
奏
二

聞
公
家
一

、
隨
即
可
二

追
捕
一

之
官
符
、
被
レ

下
二

於
東
海
・
東
山

両
道
一

也
。
爰
諸
国
司
等
任
二

官
符
旨
一

、
欲
二

追
捕
一

間
、
去
年
八
月
九
日
被
レ

下
下

可
二

停
止
一

之
官
符
上

。
因
レ

茲
忠
光
等
暴
逆
弥
倍
、
奸
謀
尤
甚
。
為
レ

遂
二

彼

旧
敵
一

、
欲
レ

断
二

此
善
根
一

。
爰
一
泣
二

本
願
之
徒
止
一

、
一
歎
二

奉
公
之
欲
一
レ

廃
。

繁
盛
従
二

幼
若
時
一

、
奉
二

仕
九
条
右
大
臣
一

、
独
戴
二

殊
恩
一

、
尤
在
二

此
時
一

矣
。

望
請
政
所
恩
裁
被
レ

奏
二

聞
公
家
一

、
賜
二

官
符
於
路
次
国
一々

、
省
二

途
中
之
危
一

、

期
二

運
上
之
計
一

者
。
依
二

解
状
一

案
二

事
情
一

、
事
是
善
根
、
為
レ

公
無
レ

損
、
為
レ

寺
有
レ

益
。
望
請
蒙
二

天
裁
一

、
被
レ

賜
二

官
符
件
等
国
一々

、
運
二

上
件
大
般
若

経
一

、
且
遂
二

繁
盛
之
大
願
一

、
且
為
二

寺
家
之
法
宝
一

者
。
正
三
位
行
権
中
納
言

藤
原
朝
臣
道
兼
宣
、
奉　
レ

勅
、
宜
下

仰
二

彼
国
一々

令
上
レ

運
二

上
件
経
一

者
。
国

宜
二

承
知
依
レ

宣
行
一
レ

之
。
符
到
奉
行
。（
下
略
）

こ
の
よ
う
な
累
代
の
つ
な
が
り
と
言
え
ば
、
ｋ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

維
良
＝
維
茂
の
祖
父
繁
盛
は
藤
原
師
輔
に
奉
仕
し
て
い
た
と
い
い
、
ｈ
で
師
輔

の
孫
に
あ
た
る
九
条
流
の
道
長
が
小
野
宮
流
に
仕
え
る
宮
道
義
行
を
非
難
し
て

い
る
の
は
、
兼
忠
―
維
良
（
維
茂
）
も
九
条
流
と
緊
密
な
関
係
を
維
持
し
て
い

た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
ａ
・
ｂ
―
１
・
ｆ
・

ｇ
・
ｉ
な
ど
『
小
記
目
録
』
で
藤
原
実
資
が
維
良
の
「
乱
」
を
記
録
し
て
い
る

の
は
、
小
野
宮
家
の
家
司
宮
道
義
行
を
庇
護
す
る
意
識
が
大
き
く
、
一
方
、
九

条
流
の
道
長
は
事
態
を
冷
徹
に
判
断
し
、
む
し
ろ
「
良
識
」
を
示
し
た
も
の
と

も
評
価
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
世
代
を
越
え
た
対
立
と
い
う
点
で
は
、
ｋ
の
繁
盛
と
良
文
流
の

忠
頼
・
忠
光
と
の
紛
擾
は
、
以
後
の
坂
東
の
行
方
を
考
え
る
上
で
重
要
に
な

る
。
維
良
＝
維
茂
は
今
回
の
事
件
に
よ
り
下
総
か
ら
退
去
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
将
門
の
乱
平
定
に
良
文
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
は
不
明
の
部
分

も
あ
る
が
、
良
文
が
将
門
を
平
定
す
る
側
に
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く）

₁₈
（

、

武
蔵
を
拠
点
と
す
る
良
文
流
と
常
陸
を
拠
点
と
す
る
繁
盛
流
は
上
総
・
下
総
へ

の
進
出
を
め
ぐ
っ
て
競
合
す
る
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
百
錬
抄
』
長

元
元
年
（
一
〇
二
八
）
二
月
二
十
一
日
条
に
は
「
諸
卿
定
下

申
追
二

討
前
上
総
介

忠
常
一

事
上

〈
以
二

左
衛
門
尉
平
直
方
一

為
二

追
討
使
一

〉」
と
あ
り
、
そ
の
後
、
両

総
地
域
で
は
良
文
流
の
平
忠
常
が
上
総
介
に
就
任
し
、
当
地
に
勢
力
を
扶
植
す

る
こ
と
に
な
る
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
五
第
九
話
「
源
頼
信
朝
臣
、
責
平

忠
恒
語
」
は
、
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
〜
七
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
常
陸
介
源

頼
信
の
在
任
中
の
出
来
事
で）

₁₉
（

、「
下
総
国
ニ
平
忠
恒
ト
云
兵
有
ケ
リ
。
私
ノ
勢

力
極
テ
大
キ
ニ
シ
テ
、
上
総
・
下
総
ヲ
皆
我
マ
ゝ
ニ
進
退
シ
テ
、
公
事
ニ
モ
不

為
リ
ケ
リ
。
亦
、
常
陸
守
ノ
仰
ヌ
ル
事
ヲ
モ
、
事
ニ
触
レ
テ
忽
緒
ニ
シ
ケ
リ
」

と
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
出
来
事
は
頼
信
の
率
い
る
国
衙
軍
に
常
陸
国
に
居
住

す
る
左
衛
門
大
夫
平
惟
基
（
維
幹
）
の
軍
勢
が
加
わ
り
、
忠
常
の
討
伐
に
向
か

う
が
、
忠
常
は
「
守
殿
、
止
事
無
ク
御
座
ス
君
也
。
須
可
参
シ
ト
云
ド
モ
、
惟

基
ハ
先
祖
ノ
敵
也
。
其
レ
ガ
候
ハ
ム
前
ニ
下
リ
跪
キ
テ
ナ
ム
否
不
候
マ
ジ
キ
」

と
抗
戦
姿
勢
を
示
し
、「
香
取
の
海
」（
霞
ヶ
浦
）
を
渡
る
船
を
す
べ
て
撤
収
さ
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せ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
迂
回
す
る
と
七
日
も
か
か
り
、
忠
常
を
取
り
逃
が
す
こ

と
に
な
る
と
こ
ろ
を
、
頼
信
の
「
家
ノ
伝
ヘ
」
に
よ
る
知
見
か
ら
海
中
の
道
の

存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
忠
常
を
急
襲
し
、
見
事
に
そ
の
降
服
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
長
元
元
年
に
始
ま
る
平
忠
常
の
乱
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
総
介
県
犬

養
為
政
の
任
終
年
に
勃
発
し
た
も
の
で
、
平
維
良
の
乱
と
同
様
の
原
因
と
目
さ

れ
、
為
政
は
藤
原
実
資
の
養
子
資
頼
（
兄
懐
平
の
子
）
が
伯
耆
守
に
な
っ
た
際

に
、
初
度
庁
宣
を
清
書
す
る
な
ど
し
て
お
り
（『
小
右
記
』
治
安
元
年
〔
一
〇

二
一
〕
二
月
二
日
・
三
月
六
日
条
）、
奇
し
く
も
小
野
宮
流
と
つ
な
が
り
の
深

い
人
物
で
あ
っ
た
。
忠
常
の
乱
の
平
定
に
は
当
初
追
討
使
平
直
方
を
始
め
、
周

辺
国
司
に
も
貞
盛
流
の
人
々
が
任
用
さ
れ
て
お
り
、
ｋ
に
記
さ
れ
た
良
文
流
と

貞
盛
・
繁
盛
流
の
対
立
に
由
来
す
る
要
素
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

₂₀
（

。
貞

盛
流
の
直
方
は
こ
の
乱
を
平
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
甲
斐

守
源
頼
信
が
起
用
さ
れ
、
上
述
の
か
つ
て
の
討
伐
・
降
服
に
よ
る
も
の
か
、
頼

信
が
乗
り
出
す
と
、
す
ぐ
に
平
定
が
実
現
し
、
忠
常
は
京
上
途
中
の
美
濃
国
で

死
去
、
そ
の
首
級
は
都
に
届
け
ら
れ
た
が
、
上
総
国
で
な
お
抗
戦
を
続
け
る
子

息
ら
は
許
さ
れ
、
坂
東
南
部
で
は
良
文
流
が
勢
威
を
築
き
上
げ
、
鎌
倉
幕
府
の

成
立
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
平
維
良
の
乱
は
当
該
地
域
の
勢
力
関
係
、
そ
の
後
の
歴

史
の
展
開
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
維
良
＝
維
茂
の
活
動
に
は
大
い
に
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
そ
の
後
の
維
茂
は
ど
の
よ
う
な
活
躍
の
場
を

見
出
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

三　

鎮
守
府
将
軍
と
そ
の
後

維
良
＝
維
茂
が
再
び
史
上
に
姿
を
現
す
の
は
、
や
は
り
陸
奥
国
に
お
い
て
で

あ
る
。

ｌ
『
小
右
記
』
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
二
月
七
日
条

今
日
将
軍
維
良
自
二

奥
州
一

参
上
。
所
レ

貢
二

左
府
一

之
物
、
馬
廿
疋
〈
十
二
疋
貢
レ

置
二

調
鞍
一

、
今
二
疋
不
レ

置
レ

鞍
、
今
八
疋
貢
二

家
子
達
一

〉、
胡
禄
〔
籙
〕・
鷲

羽
・
砂
金
・
絹
・
布
等
其
数
尤
多
。
為
レ

預
二

将
軍
任
符
一

、
隨
二

身
数
万
物
一

詣
二

蓮
府
一

。
道
路
成
レ

市
見
レ

之
、
巨
万
云
々
。
件
維
良
初
蒙
二

追
捕
官
符
一

、
不
レ

経
レ

幾
関
二

栄
爵
一

、
又
任
二

将
軍
一

、
財
貨
之
力
也
。
外
土
狼
戻
輩
弥
濫
貯
二

財

宝
一

、
企
下

買
二

官
爵
一

之
計
上

歟
。
悲
代
也
々
々
々
。

ｍ
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
四
年
十
一
月
三
日
条

（
上
略
）
将
軍
維
能
献
二

馬
十
疋
一

。

ｎ
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
十
一
月
六
日
条

入
夜
按
察
大
納
言
・
太
皇
大
后
宮
大
夫
・
他
上
卿
六
七
許
人
来
会
、
歌
二

神
楽

歌
一

。
其
小
馬
間
、
引
二

出
馬
二
疋
一

志
。
是
今
朝
将
軍
維
良
奉
馬
五
疋
内
。

ｏ
―
１
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
八
月
十
九
日
条

（
上
略
）
又
有
下

陸
奥
守
貞
仲
与
二

将
軍
維
吉
一

愁
二

申
雑
事
一

之
定
上

云
々
。

ｏ
―
２
『
小
記
目
録
』
第
十
七
寛
仁
二
年
八
月
十
九
日
条

被
レ

定
二

陸
奥
国
司
并
将
軍
合
戦
事
一

。

ｐ
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
八
月
二
十
九
日
条

（
上
略
）
此
日
有
二

陣
定
一

云
々
。
資
業
朝
臣
来
云
、
摂
政
消
息
、
可
レ

遣
二

陸
奥
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推
問
使
一

。
諸
卿
定
申
云
、
民
部
丞
藤
原　

等
間
者
、
為
輔
大
不
合
者
、
不
レ

能
二

遠
行
一

。　

宜
歟
。
返
事
云
、
唯
以
二

可
レ

然
者
一

可
レ

遣
、
如
レ

此
事
余
非
レ

可

二

定
申
一

。（
下
略
）

ｑ
『
小
記
目
録
』
第
二
十
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
四
月
十
三
日
条

前
将
軍
維
良
死
去
事
。

ま
ず
ｌ
に
よ
る
と
、
平
維
良
の
乱
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
維
良
は
程
な
く
五
位

を
授
与
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ｌ
に
お
け
る
鎮
守
府
将
軍
任
用

で
あ
る
。
表
１
に
よ
る
と
、
貞
盛
流
の
祖
平
貞
盛
に
は
鎮
守
府
将
軍
の
経
歴
が

あ
り
、
こ
れ
は
『
紀
略
』
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
二
月
十
八
日
条
に
、「
右
大

臣
著
二

宜
陽
殿
一

相
定
云
、
鎮
守
府
将
軍
貞
盛
朝
臣
申
、
使
並
茂
、
為
二

狄
坂
丸

等
一

被
二

撃
殺
一

。
其
員
十
三
人
。
件
坂
丸
等
徴
二

発
軍
士
一

、
為
レ

運
二

兵
粮
一

、

将
二

以
討
滅
一

云
々
。
先
差
二

国
使
於
賊
地
一

可
レ

令
二

勘
糺
一

之
由
、
給
二

官
符
一

」

と
い
う
も
の
で
、
狄
坂
丸
の
蜂
起
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
件
の
結
末

は
不
詳
で
あ
る
が
、
鎮
守
府
将
軍
は
こ
の
よ
う
な
兵
乱
に
対
応
し
得
る
能
力
が

求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
表
１
の
う
ち
で
は
、
光
孝
源
氏
の

源
信
孝
（『
尊
卑
分
脈
』
三
―
三
七
四
頁
）
を
除
く
と
、
桓
武
平
氏
や
秀
郷
流

藤
原
氏
、
そ
し
て
河
内
源
氏
の
源
頼
義
と
、
い
ず
れ
も
武
者
の
家
系
の
者
が
就

任
し
て
い
る
。
特
に
貞
盛
以
降
で
は
秀
郷
流
藤
原
氏
の
独
壇
場
で
あ
り
、
ｌ
で

維
良
の
任
用
が
見
え
る
の
は
、
第
一
章
で
検
討
し
た
秀
郷
流
の
諸
任
と
の
競
合

に
勝
利
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
久
方
ぶ
り
に
養
父
貞
盛
の
後
継
と
な
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ｌ
で
は
維
良
は
陸
奥
国
か
ら
上
京
し
、
藤
原
道
長
に
対
し
て
莫
大
な
献
上
物

を
奉
納
し
て
、
鎮
守
府
将
軍
の
任
符
発
給
に
与
ろ
う
と
し
て
い
る
。
任
符
は
外

官
の
正
規
の
任
用
を
証
明
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
任
地
の
人
々
に
示
し
て
、
正

式
の
着
任
・
政
務
の
開
始
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た）

₂₁
（

。
し
た
が
っ
て
維
良

が
鎮
守
府
将
軍
と
し
て
陸
奥
国
で
勢
威
を
伸
張
す
る
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ

り
、
将
軍
任
用
も
道
長
へ
の
奉
仕
と
庇
護
が
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。
前
章
で

触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
点
で
は
あ
の
宮
道
義
行
は
死
去
し
て
い
た
が
、
ｌ
に

お
け
る
実
資
の
記
述
ぶ
り
は
、
な
お
維
良
を
指
弾
す
る
論
調
が
強
い
。
そ
れ
故

に
と
言
う
べ
き
か
、
ｍ
・
ｎ
に
は
維
良
の
道
長
へ
の
奉
仕
ぶ
り
が
看
取
さ
れ
、

陸
奥
国
の
特
産
品
で
あ
る
馬
の
献
上
に
努
め
て
い
る
様
子
が
知
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
ｏ
・
ｐ
に
は
陸
奥
守
藤
原
貞
仲
と
鎮
守
府
将
軍
平
維
良
と

の
紛
擾
が
起
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
貞
仲
は
北
家
魚
名
流
、
山
蔭
の
子

表1　鎮守府将軍の就任者
承平7（937）：平良茂（将）（時に故人）
天慶3（940）：藤原秀郷
天暦1（947）：平貞盛《現》
康保2（965）：源信孝《現》
天禄1（970）：藤原千常
天元1（978）：藤原千万
永延2（988）：藤原文条（脩）
長保1（999）：藤原兼光
長和3（1014）：平維良《現》
寛仁2（1018）：平永盛
治安2（1022）：藤原頼行
天喜1（1053）：源頼義

（備考）『国立歴史民俗博物館研究報告』84
（2000年）資料編「国司等補任表」を参照して
作成。「現」は所見年次、その他は任用年次を
示す。
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兼
三
―
為
忠
―
高
節
―
貞
仲
と
い
う
系
譜
で
（『
尊
卑
分
脈
』
二
―
二
九
五

頁
）、『
御
堂
関
白
記
』
に
は
道
長
が
整
備
に
勤
し
む
木
幡
浄
妙
寺
の
「
預
作

寺
」
と
し
て
散
見
し
（
寛
弘
元
年
二
月
二
十
八
日
、
同
二
年
九
月
二
十
九
日
・

十
月
十
九
日
条
）、
法
華
三
十
講
で
も
「
僧
等
送
二

下
文
一

」
と
見
え
て
お
り

（
寛
弘
七
年
五
月
二
十
日
条
）、『
小
右
記
』
長
和
元
年
六
月
二
十
九
日
条
に
虹

が
立
つ
恠
異
が
起
き
た
時
、「
相
二

親
左
府
一

之
人
々
宅
多
立
之
由
云
々
」
と
記

さ
れ
、
そ
の
中
に
は
「
貞
仲
朝
臣
宅
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
貞

仲
は
道
長
と
緊
密
な
関
係
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
陸
奥
守
就
任
後
に

も
、『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
十
月
二
十
二
日
条
「
陸
奥
守

貞
仲
貢
二

馬
十
疋
一

」、
寛
仁
元
年
十
二
月
三
日
条
「
又
貞
仲
貢
二

馬
四
一

」
と
あ

り
、
奉
仕
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

今
回
の
対
立
の
原
因
と
顚
末
は
不
明
で
あ
る
が
、
陸
奥
国
の
貢
納
品
で
あ
る

絹
・
馬
・
砂
金
の
う
ち
、
馬
・
砂
金
は
鎮
守
府
が
徴
収
を
担
当
し
て
お
り
、
維

良
が
こ
れ
ら
を
国
司
に
提
供
し
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
す
る
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る）

₂₂
（

。『
小
右
記
』
長
元
四
年
二
月
二
十
三
日
条
に
は
「
又
命
云
、
陸

奥
守
貞
仲
時
砂
金
以
二

色
代
一

可
二

進
済
一

之
由
、
去
年
除
目
以
二

諸
卿
一

定
申
、
満

正
任
〔
時
ヵ
〕、
以
二

絹
一
疋
一

充
二

砂
金
一
両
一

進
済
。
貞
仲
申
下

請
以
二

二
疋
一

充
二

一
両
一

可
レ

済
由
上

。
法
令
〔
諸
卿
ヵ
〕
定
下

申
可
レ

有
二

裁
許
一

由
上

、
依
レ

不
レ

注
二

定
文
一

、
慥
所
レ

不
レ

覚
者
。
報
云
、
一
疋
倍
二

満
正
例
一

。
就
レ

中
雖
レ

有
下

可
レ

進
二

見
金
一

之
責
上

、
難
二

進
納
一

歟
」、
二
十
四
日
条
「
貞
仲
金
代
事
、
先
日
定
趣

如
二

下
官
陳
一

」
と
あ
り
、
確
か
に
貞
仲
は
砂
金
の
調
達
に
苦
し
み
、
色
代
の
絹

に
よ
る
納
入
を
申
請
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

但
し
、
貞
仲
は
何
と
か
代
納
に
よ
っ
て
責
務
を
果
し
て
交
替
で
き
た
が
、
こ

の
件
に
つ
い
て
は
維
良
は
相
手
が
悪
か
っ
た
よ
う
で
、
ｐ
で
は
道
長
は
維
良
へ

の
肩
入
れ
は
放
擲
し
て
お
り
、
道
長
に
よ
り
緊
密
な
貞
仲
と
の
対
立
に
よ
り
、

維
良
は
鎮
守
府
将
軍
に
再
任
さ
れ
ず
に
死
去
す
る
こ
と
に
な
る
。『
今
昔
物
語

集
』
巻
二
十
五
第
九
話
に
も
登
場
す
る
滋
定
（
繁
貞
）
は
、「
其
ノ
子
左
衛
門

大
夫
滋
定
ガ
子
孫
、
公
ニ
仕
テ
、
于
今
有
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
あ

る
よ
う
に
、
そ
の
子
孫
は
衛
門
尉
・
国
司
な
ど
と
し
て
中
央
で
活
躍
す
る
道
を

と
っ
て
い
る
（『
尊
卑
分
脈
』
四
―
一
五
頁
）。
維
良
＝
維
茂
は
結
局
の
と
こ
ろ

陸
奥
国
に
安
定
的
な
基
盤
を
築
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、

繁
貞
に
は
越
後
国
で
の
活
動
が
知
ら
れ
、
維
茂
の
三
男
の
繁
成
は
従
五
位
下
・

出
羽
城
介
と
あ
り
、
こ
の
系
統
が
越
後
国
に
拠
点
を
確
保
し
、
城
氏
と
な
り
、

武
士
の
家
系
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

ｒ
―
１
『
春
記
』
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
十
二
月
十
日
条

（
上
略
）
仰
云
、
左
衛
門
尉
平
繁
貞
、
依
二

越
後
国
事
一

勘
当
、
于
レ

今
不
二

免

除
一

、
已
及
二

三
箇
年
一

。
今
年
過
畢
可
レ

及
二

三
年
一

。
此
事
太
無
レ

便
。
先
日
繁

貞
郎
頭
、
付
二

国
司
一

可
二

追
捕
一

之
由
、
給
二

宣
旨
一

。
其
宣
旨
請
文
進
上
哉
。

隨
二

彼
請
文
状
一

、
可
レ

左
二

右
繁
貞
事
一

。
其
旨
可
レ

問
二

東
宮
権
大
夫
一

者
。
又
仰

云
、
検
非
違
使
一
度
召
問
、
可
レ

令
レ

申
二

其
旨
一

。
此
間
官
人
等
可
レ

隨
レ

事
之

由
、
可
レ

仰
二

別
当
一

者
。
予
先
参
二

関
白
殿
一

、
申
二

廷
尉
事
一

、
便
行
二

別
当
一

畢
。

又
参
二

東
宮
権
大
夫
御
許
一

、
仰
二

繁
貞
事
一

。
被
レ

命
云
、
召
二

問
経
長
朝
臣
一

、

可
レ

奏
二

案
内
一

者
。
予
帰
蓬
レ

之
。

ｒ
―
２
『
春
記
』
長
暦
二
年
十
二
月
十
四
日
条
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（
上
略
）
午
時
許
参
二

関
白
殿
一

、
伝
二

申
昨
日
綸
命
一

〈
関
白
今
明
日
御
物
忌

也
〉、
被
レ

申
云
、
繁
貞
事
已
欲
レ

及
二

三
箇
年
一

。
又
彼
従
類
等
、
国
司
可
二

追

捕
一

之
由
、
被
レ

給
二

宣
旨
一

已
畢
。
至
レ

今
彼
国
自
承
知
歟
。
又
已
及
二

歳
末
一

、

殊
被
二

停
免
一

何
等
事
候
哉
。
検
非
違
使
〈
一
日
別
当
以
レ

予
被
レ

申
也
〉
等
所
二

陳
申
一

已
明
白
也
。
又
或
将
来
免
給
何
等
事
候
哉
。（
中
略
）
深
更
退
出
、
参
二

東
宮
権
大
夫
御
許
一

。
為
レ

仰
二

繁
貞
免
除
事
一

也
。
而
早
退
出
云
々
。（
下
略
）

ｒ
―
３
『
春
記
』
長
暦
二
年
十
二
月
十
五
日
条

（
上
略
）
予
即
退
出
、
参
二

御
堂
一

、
相
二

遇
師
房
卿
一

、
仰
二

繁
貞
免
除
由
一

畢
。

（
下
略
）

ｓ
『 

朝
野
群
載
』
巻
十
一
廷
尉
・
永
久
五
年
（
一
一
一
七
）
五
月
五
日
検
非
違

使
庁
下
文

検
非
違
使
庁
下　

越
後
国
住
人
平
永
基
。
応
レ

令
下

早
附
二

使
者
一

、
召
中

進
称
二

前

対
馬
守
源
義
親
一

法
師
等
上

事
。
右
、
義
親
者
、
去
嘉
承
年
中
、
依
二

已
叛
科
一

追

討
早
畢
。
而
近
来
如
二

風
聞
一

者
、
浮
浪
法
師
一
人
、
自
号
二

義
親
一

、
従
二

陸
奥

国
一

、
越
二

渡
当
境
一

之
後
、
徘
二

徊
永
基
之
所
一

云
々
。
因
レ

之
可
二

召
進
一

之
由
、

先
日
附
二

国
司
一

被
二

下
知
一

之
処
、
初
申
下

可
二

召
進
一

之
状
上

、
後
称
下

不
二

搦
得
一

之
旨
上

。
前
後
之
詞
、
非
レ

无
二

相
違
一

、
奸
詐
之
甚
、
何
以
如
レ

之
。
早
附
二

使

者
一

、
可
レ

召
二

進
正
身
一

之
間
、
称
二

死
殺
由
一

、
梟
二

其
首
一

者
、
真
偽
難
レ

知
歟
。

尚
遁
二

事
於
左
右
一

、
致
二

遅
引
一

者
、
永
基
参
洛
、
使
者
共
可
レ

言
二

上
子
細
一

之

状
如
レ

件
。
依
二

別
当
宣
一

、
仰
如
レ

件
。
事
出
二

於
院
宣
一

、
不
レ

得
二

敢
延
怠
一

。

故
下
。

ｒ
に
よ
る
と
、
維
茂
の
子
繁
貞
は
本
人
ま
た
は
郎
等
が
起
こ
し
た
越
後
国
で

の
何
ら
か
の
出
来
事
に
よ
り
勅
勘
を
被
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
已
及
二

三
箇
年
一

」
と
あ
る
の
で
、
事
発
は
長
元
九
年
四
月
の
後
朱
雀
天
皇
の
即
位
年

の
頃
で
あ
ろ
う
か
。
ｒ
―
１
・
２
の
東
宮
権
大
夫
は
ｒ
―
３
の
源
師
房
で
、
彼

は
長
元
八
年
十
月
二
十
六
日
ま
で
は
左
衛
門
督
で
あ
っ
た
が
、
事
発
時
に
は
任

を
去
っ
て
お
り
、
左
衛
門
府
の
職
務
を
通
じ
て
の
も
の
で
は
な
く
、
繁
貞
と
何

ら
か
の
関
係
に
あ
り
、『
春
記
』
の
記
主
藤
原
資
房
が
繁
貞
の
勅
勘
免
除
に
つ

い
て
の
情
報
を
照
会
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

師
房
は
村
上
源
氏
、
藤
原
頼
通
の
猶
子
に
な
っ
て
お
り
、
繁
貞
の
家
系
が
な
お

摂
関
家
本
流
と
そ
の
周
辺
と
の
間
に
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

よ
う
（『
玉
葉
』
治
承
五
年
七
月
一
日
条
に
「
国
人
号
二

白
川
御
館
一

」
と
記
さ

れ
る
城
助
職
の
拠
点
で
あ
る
沼
垂
郡
白
河
庄
は
摂
関
家
領
で
あ
る
）。
ま
た
繁

貞
が
越
後
国
の
出
来
事
に
関
わ
り
、
当
国
に
郎
等
を
扶
植
し
て
い
た
は
、
第
二

章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
や
は
り
父
維
茂
の
時
代
か
ら
活
動
の
展
開
・
拠
点
が
存

し
た
た
め
で
あ
る
と
解
し
た
い
。

次
に
ｓ
で
は
繁
成
の
孫
永
基
に
対
し
て
、
源
義
親
所
称
者
の
召
進
が
命
じ
ら

れ
て
い
る
。『
尊
卑
分
脈
』
で
は
繁
茂
の
子
貞
成
に
「
城
太
郎
」、
孫
の
永
基
に

は
「
城
二
郎
」
の
注
記
が
あ
り
、
十
一
世
紀
後
半
〜
十
二
世
紀
前
半
頃
に
城
氏

と
し
て
の
土
着
・
勢
力
確
立
が
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
源
義
家
の
子
義

親
は
鎮
西
で
の
濫
行
に
よ
り
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
に
隠
岐
国
へ
配
流
に
な

っ
た
が
、
脱
出
し
て
出
雲
国
で
目
代
を
殺
害
す
る
な
ど
の
事
件
を
起
こ
し
た
た

め
、
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
に
伊
勢
平
氏
の
平
正
盛
が
因
幡
守
と
し
て
平
定

に
あ
た
り
、
首
級
入
京
が
大
々
的
に
行
わ
れ
て
お
り
（『
中
右
記
』
天
仁
元
年
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正
月
十
九
・
二
十
三
・
二
十
九
日
条
な
ど
）、
院
の
武
力
と
し
て
の
伊
勢
平
氏

の
台
頭
を
飾
る
出
来
事
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ｓ
の
頃
か
ら
義
親
所
称
者
が
出

没
、
生
存
説
が
囁
か
れ
た
始
め
、『
中
右
記
』
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
二
月

五
日
条
に
は
摂
津
源
氏
の
下
総
守
源
仲
正
（
頼
政
の
父
）
が
常
陸
国
住
人
を
搦

捕
し
た
こ
と
が
見
え
、「
件
犯
人
ハ
称
故
義
親
法
師
雇
置
宅
主
云
々
。
仲
正
去

年
越
二

渡
常
陸
国
一

追
捕
之
間
、
賊
已
去
レ

国
也
。
被
レ

問
二

犯
人
一

之
処
、
雇
二

宿

義
親
一

事
太
無
実
之
由
申
云
々
」
と
い
う
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
。
常
陸
国
は

維
茂
と
も
つ
な
が
る
大
掾
氏
の
拠
点
で
、
源
頼
義
は
多
気
権
守
平
宗
基
（
致

幹
）
の
女
を
娶
り
、
女
子
が
誕
生
し
て
い
た
か
ら
（『
奥
州
後
三
年
記
』）、
義

親
と
も
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
り
、
身
を
潜
め
る
上
で
、
常
陸
国
、
ま
た
繁

盛
流
と
の
関
係
で
維
茂
の
子
孫
が
居
住
す
る
越
後
国
な
ど
が
流
転
の
寓
居
と
な

っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い）

₂₃
（

。

ｔ
『 

平
安
遺
文
』
三
三
二
八
号
長
寛
三
年
（
一
一
六
五
）
正
月
越
後
国
司
庁
宣

写

（
前
欠
）
右
、
件
庄
、
金
剛
心
院　

勅
免
有
レ

限
、
隨
則
鳥
羽
院
庁
御
下
文
明
鏡

也
。
仍
不
レ

可
レ

有
二

牢
籠
一

之
処
、
目
代
已
下
在
庁
官
人
等
□
〔
不
ヵ
〕二
信
受
一

由
、
庄
家
所
二

訴
申
一

也
。
事
若
実
者
、
甚
不
二

穏
便
一

。
自
レ

今
以
後
同
停
二

止
国

妨
一

。
但
於
二

瀬
波
河
一

者
、
有
レ

限
国
領
也
。
就
レ

中
漁
鮭
為
二

重
色
済
物
一

、
庄

家
不
レ

可
レ

成
レ

妨
。
兼
又
城
太
郎
助
永
濫
行
可
二

停
止
一

。
若
猶
符
不
レ

拘
二

制
法
一

者
、
召
二

上
其
身
一

、
可
レ

被
レ

行
二

罪
科
一

也
。
在
庁
官
人
等
宜
二

承
知
、
依
レ

件

行
一
レ

之
。
以
宣
。（
下
略
）

と
も
か
く
も
、
維
茂
の
子
孫
た
ち
は
城
氏
と
し
て
越
後
国
に
一
大
拠
点
を
築

く
こ
と
が
で
き
、
国
司
の
干
渉
に
も
容
易
に
応
じ
な
い
よ
う
な
勢
威
を
誇
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
の
城
氏
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
ｔ
や
前
章
で
掲
げ

た
『
玉
葉
』
治
承
五
年
七
月
一
日
条
に
、
信
濃
侵
攻
が
失
敗
し
た
後
、「
本
国

在
庁
官
人
已
下
、
為
レ

遂
二

宿
意
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、
城
氏
は
国
衙
機
構
と
熾

烈
な
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
平
家
物

語
』
巻
六
「
横
田
河
原
合
戦
」
で
は
、「
城
四
郎
長
茂
、
木
曾
追
討
の
為
に
、

越
後
・
出
羽
・
相
津
四
郡
の
兵
共
を
引
率
し
て
」
と
あ
り
、
城
助
職
（
助
茂
、

長
茂
）
は
会
津
に
も
勢
威
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、「
城
四
郎
が
た
の

み
き
ッ
た
る
越
後
の
山
の
太
郎
・
相
津
の
乗
丹
房
な
ン
ど
い
ふ
聞
ゆ
る
兵
共
」

と
あ
る
乗
丹
（
湛
）
房
は
、
会
津
恵
日
寺
の
衆
徒
頭
で
、
助
職
の
叔
父
だ
っ
た

と
い
う
。
と
す
る
と
、
城
氏
は
越
後
国
北
部
を
拠
点
に
、
出
羽
方
面
や
会
津
か

ら
南
陸
奥
を
窺
い
、
奥
州
藤
原
氏
と
勢
力
を
接
す
る
よ
う
な
支
配
地
域
を
築
き

上
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る）

₂₄
（

。
そ
こ
に
は
維
茂
に
始
ま
る
陸
奥
国
や
越
後
国
で

の
活
動
が
重
要
な
起
点
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

小
稿
で
は
越
後
城
氏
の
祖
と
な
る
余
五
将
軍
平
維
茂
の
足
跡
を
検
討
し
た
。

『
平
家
物
語
』
巻
六
「
廻
文
」
に
は
、
木
曾
義
仲
を
評
し
て
「
あ
り
が
た
き
強

弓
・
勢
兵
、
馬
の
上
、
か
ち
だ
ち
、
す
べ
て
上
古
の
田
村
・
利
仁
・
与
五
将

軍
・
知
頼
・
保
昌
、
先
祖
頼
光
・
義
家
朝
臣
と
い
ふ
共
、
争
か
是
に
は
ま
さ
る

べ
き
」
と
あ
り
、
鎮
守
府
将
軍
や
武
者
の
代
表
的
存
在
と
し
て
の
維
茂
像
が
窺
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わ
れ
る
。
し
か
し
、
維
茂
と
そ
の
子
孫
は
会
津
か
ら
南
陸
奥
を
窺
い
な
が
ら
も
、

越
後
国
に
移
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

で
は
、
維
茂
が
陸
奥
国
を
去
っ
た
後
は
、
当
地
で
は
ど
の
よ
う
な
展
開
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
陸
奥
話
記
』（
群
書
類
従
本
）
冒
頭
に
は
「
六
箇
郡

之
司
有
二

安
倍
頼
良
者
一

。
是
同
忠
良
子
也
。
父
祖
忠
頼
東
夷
酋
長
、
威
風
大

振
、
村
落
皆
服
、
横
二

行
六
郡
一

却
二

略
人
民
一

、
子
孫
尤
滋
蔓
」
と
あ
る
が
、
安

倍
氏
の
出
自
に
つ
い
て
は
、『
範
国
記
』
長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）
十
二
月
二

十
二
日
条
に
「
陸
奥
権
守
安
倍
忠
好
」
が
見
え
、『
陸
奥
話
記
』
で
も
安
倍
頼

良
（
時
）
は
「
安
大
夫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
鎮
守
府
下
の
在
庁
官
人
と

し
て
勢
力
を
扶
植
し
た
も
の
と
す
る
説
が
有
力
に
な
っ
て
い
る）

₂₅
（

。
と
す
る
と
、

ｏ
・
ｐ
の
時
点
で
既
に
安
倍
氏
に
つ
な
が
る
在
庁
官
人
が
い
た
可
能
性
が
あ

り
、
維
良
＝
維
茂
は
鎮
守
府
の
在
庁
で
あ
っ
た
安
倍
氏
と
も
対
立
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
る
所
以
で
あ
る）

₂₆
（

。

維
茂
の
時
代
は
前
九
年
・
後
三
年
合
戦
と
指
呼
の
間
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
後
の
奥
州
藤
原
氏
の
成
立
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
展
望
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
。
そ
の
観
点
か
ら
は
、
維
茂
が
去
っ
た
後
、
十
一
世
紀
後
半
に
は
再
び

坂
東
か
ら
南
陸
奥
に
進
出
・
定
着
を
果
す
人
々
が
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

常
陸
大
掾
氏
の
一
族
で
は
高
久
三
郎
忠
衡
が
高
久
の
地
に
土
着
し
、
岩
城
・
岩

崎
氏
の
祖
と
な
り
、
磐
城
郡
の
地
を
押
さ
え
て
、
海
道
平
氏
と
し
て
勢
威
を
振

る
い
、
秀
郷
流
藤
原
氏
か
ら
は
信
夫
佐
藤
氏
の
祖
と
な
る
師
信
の
信
夫
庄
へ
の

土
着
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
大
和
源
氏
源
頼
親
の
孫
有
光
は
十
二
世
紀
前
半

に
陸
奥
国
に
土
着
し
、
石
河
冠
者
を
名
乗
り
、
石
川
氏
の
祖
と
な
っ
て
お
り
、

有
光
は
藤
原
清
衡
の
女
を
妻
と
し
、
奥
州
藤
原
氏
と
関
係
を
形
成
し
な
が
ら
、

基
盤
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
る）

₂₇
（

。
こ
れ
ら
の
人
々
も
十
一
世
紀
後
半
の
第
一

世
代
の
次
に
、
十
二
世
紀
中
葉
の
第
二
世
代
の
段
階
で
複
数
の
家
系
に
分
か

れ
、
十
二
世
紀
後
半
の
第
三
・
四
世
代
で
は
急
速
な
一
族
の
村
々
へ
の
展
開
、

新
村
落
の
形
成
が
進
む
と
い
う
発
展
を
辿
り
、
治
承
・
寿
永
内
乱
は
こ
の
第

三
・
四
世
代
の
時
期
で
、
複
雑
な
所
領
・
家
系
の
関
係
が
利
害
の
対
立
を
惹
起

し
、
全
国
的
な
争
乱
の
基
層
と
な
っ
て
い
く
と
い
う）

₂₈
（

。

十
一
世
紀
前
半
の
維
茂
の
時
代
は
、
い
く
つ
か
の
波
が
あ
る
武
者
の
定
着
へ

の
模
索
の
一
例
で
あ
り
、
維
茂
の
家
系
は
陸
奥
国
で
は
紛
擾
を
起
こ
し
、
第
一

世
代
で
躓
く
も
の
の
、
越
後
国
に
新
展
開
を
求
め
、
こ
ち
ら
も
紆
余
曲
折
が
あ

っ
た
が
、
何
と
か
基
盤
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
武
者

の
定
着
過
程
を
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
国
衙
機
構
の
構
成
や

地
域
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
歴
史
を
動
か
す
の
か
と
い
う
点
の
究

明
を
さ
ら
な
る
課
題
と
し
て
、
蕪
雑
な
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。

註（
１
）
拙
稿
ａ
「
源
頼
信
と
河
内
源
氏
の
展
開
過
程
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』

史
学
科
篇
三
九
、
二
〇
一
四
年
）、
ｂ
「
源
頼
親
と
大
和
源
氏
の
生
成
」（
同
四
三
、

二
〇
一
八
年
）。

（
２
）
元
木
泰
雄
『
武
士
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
３
）
源
頼
清
に
関
し
て
は
、
元
木
泰
雄
「
頼
義
と
頼
清
」（『
立
命
館
文
学
』
六
二
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四
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
４
）
地
方
に
土
着
す
る
武
士
団
の
動
向
と
し
て
は
、
一
例
と
し
て
、
拙
稿
「
将
門

の
乱
と
藤
原
秀
郷
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇
三
六
、
二
〇
一
一
年
）

を
参
照
。

（
５
）
川
尻
秋
生
「
平
維
良
の
乱
」（『
古
代
東
国
史
の
基
礎
的
研
究
』
塙
書
房
、
二

〇
〇
三
年
）。

（
６
）
川
尻
註
（
５
）
論
文
。

（
７
）
郎
等
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
務
運
営
の
諸
相
と
受
領
郎
等
の
成

立
」（『
在
庁
官
人
と
武
士
の
生
成
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
８
）
中
核
的
兵
力
の
規
模
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
武
蔵
国
足
立
郡
司
武
蔵
武
芝
と

そ
の
行
方
」（『
日
本
律
令
制
の
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。

（
９
）『
国
司
補
任
』
第
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
〇
年
）。

（
10
）
註
（
８
）
拙
稿
。

（
11
）
こ
の
定
文
に
つ
い
て
は
、
恵
美
千
鶴
子
「
藤
原
行
成
筆
「
陣
定
定
文
案
」
の

書
誌
・
伝
来
」（『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
五
輯
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五

年
）
を
参
照
。

（
12
）
以
下
、
平
維
良
の
乱
に
関
す
る
基
本
的
理
解
や
人
物
関
係
は
、
加
藤
友
康

「
下
総
国
府
焼
き
打
ち
事
件
」（『
千
葉
県
史
』
通
史
編
古
代
二
、
二
〇
〇
一
年
）、
川

尻
註
（
５
）
論
文
な
ど
に
依
拠
す
る
。
な
お
史
料
ｄ
に
関
し
て
は
、
寺
内
浩
「
押
領

使
・
追
捕
使
関
係
史
料
の
一
考
察
」（『
平
安
時
代
の
地
方
軍
制
と
天
慶
の
乱
』
塙
書

房
、
二
〇
一
七
年
）
の
指
摘
に
従
い
、
文
章
の
切
り
方
を
変
更
し
、
二
つ
の
事
柄
を

述
べ
た
も
の
と
理
解
す
る
。
後
半
部
分
は
、
下
総
国
新
守
為
度
の
着
任
後
に
、
惟
風

（
時
に
武
蔵
守
の
任
期
四
年
目
で
、「
着
任
」
云
々
は
関
係
し
な
い
）
が
為
度
と

と
も
に
平
維
良
を
追
補
す
る
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
と
い
う
。

（
13
）
国
司
苛
政
上
訴
に
つ
い
て
は
、
坂
本
賞
三
『
日
本
王
朝
国
家
体
制
論
』（
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）
二
〇
三
〜
二
三
二
頁
、
増
渕
徹
「
上
訴
と
功
過
」

（『
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
二
五
、
一
九
九
九
年
）、
寺
内
浩
「
国
司
苛
政
上

訴
に
つ
い
て
」（『
受
領
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
14
）
朧
谷
寿
「
十
世
紀
に
お
け
る
左
右
衛
門
府
官
人
の
研
究
―
尉
を
中
心
と
し
て

―
」（『
平
安
博
物
館
研
究
紀
要
』
五
、
一
九
七
四
年
）。

（
15
）
髙
橋
一
樹
「
城
氏
の
権
力
構
造
と
越
後
・
南
奥
羽
」（『
御
館
の
時
代
』
高
志

書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
16
）
渡
辺
直
彦
「
藤
原
実
資
家
「
家
司
」
の
研
究
」（『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基

礎
的
研
究
』
増
訂
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）。

（
17
）『
平
安
時
代
史
事
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）
二
四
八
七
頁
（
関
口
力

氏
執
筆
）。

（
18
）
川
尻
秋
生
「
平
良
文
と
将
門
の
乱
」（
註
（
５
）
書
）。

（
19
）
註
（
１
）
ａ
拙
稿
。
但
し
、
藤
原
頼
信
の
存
在
を
否
定
し
た
点
は
、
横
澤
大

典
「
源
頼
信
」（『
古
代
の
人
物
』
六
、
清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
の
指
摘
を
是
と
し

て
、
大
幅
に
修
正
し
た
上
で
理
解
し
た
い
。

（
20
）
野
口
実
「
平
忠
常
の
乱
の
経
過
に
つ
い
て
」（『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』

戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
三
年
）。
貞
盛
流
の
常
陸
介
平
維
衡
と
繁
盛
流
の
維
幹
・
為

幹
父
子
の
結
合
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
古
代
常
陸
国
の
相
撲
人
と
国
衙
機
構
」（
註

（
７
）
書
）
も
参
照
。
ち
な
み
に
、
保
立
道
久
「
藤
原
教
通
と
武
家
源
氏
」（『『
古
事
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談
』
を
読
み
解
く
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
忠
常
は
教
通
と
つ
な
が
り
が

あ
り
、
頼
通
は
弟
教
通
を
警
戒
し
て
、
自
分
の
配
下
で
あ
る
直
方
を
起
用
し
た
と
す

る
。

（
21
）
市
大
樹
「
国
司
任
符
の
伝
達
と
受
信
」（『
日
本
古
代
都
鄙
間
交
通
の
研
究
』

塙
書
房
、
二
〇
一
七
年
）。

（
22
）
熊
谷
公
男
「「
受
領
官
」
鎮
守
府
将
軍
の
成
立
」（『
中
世
の
地
域
社
会
と
交

流
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
23
）
義
親
所
称
者
事
件
が
最
終
的
に
終
息
す
る
の
は
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
の

こ
と
で
あ
る
（『
長
秋
記
』
大
治
五
年
八
月
三
・
八
・
九
日
、
十
一
月
十
三
・
二
十

三
日
条
、『
中
右
記
』
十
月
十
四
日
、
十
一
月
十
三
・
十
五
・
二
十
三
日
条
な
ど
を

参
照
）。
義
親
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
元
木
泰
雄
『
河
内
源
氏
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。

（
24
）
浅
香
年
木
ａ
「
北
陸
道
の
在
地
領
主
層
」、
ｂ
「
内
乱
前
夜
の
反
権
門
闘
争
と

白
山
宮
」（『
治
承
・
寿
永
内
乱
論
序
説
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
一
年
年
）、

髙
橋
註
（
15
）
論
文
、
水
澤
降
一
「
十
二
世
紀
の
越
後
と
会
津
」、
荒
川
隆
史
「
阿

賀
北
・
大
坪
遺
跡
」、
管
野
和
博
「
会
津
地
方
の
平
安
末
期
」（『
御
館
の
時
代
』
高

志
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

（
25
）
安
倍
氏
を
め
ぐ
る
学
説
史
は
、
樋
口
知
志
『
前
九
年
・
後
三
年
合
戦
と
奥
州

藤
原
氏
』（
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。
渕
原
智
幸
「
平
安
中
後
期
の
陸

奥
北
部
支
配
と
安
倍
氏
」（『
平
安
期
東
北
支
配
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
三
年
）

は
、
在
地
豪
族
か
ら
の
展
開
を
探
究
す
る
見
方
を
呈
し
て
い
る
。

（
26
）
熊
谷
註
（
22
）
論
文
。

（
27
）
入
間
田
宣
夫
『
平
泉
藤
原
氏
と
南
奥
武
士
団
の
成
立
』（
歴
史
春
秋
社
、
二
〇

〇
七
年
）、
大
石
直
正
「
治
承
・
寿
永
内
乱
期
南
奥
の
政
治
的
情
勢
」（『
奥
州
藤
原

氏
の
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）、
小
豆
畑
毅
「
陸
奥
国
石
川
荘
の
開
発

と
石
川
氏
の
展
開
」（『
古
代
文
化
』
六
八
の
二
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
。
な
お
、

『
陸
奥
話
記
』
に
よ
る
と
、
藤
原
経
清
の
周
辺
に
は
藤
原
重
久
・
経
光
・
正
綱
・
正

元
・
業
近
・
頼
久
・
遠
久
、『
康
富
記
』
文
安
元
年
閏
六
月
二
十
三
日
条
所
引
「
後

三
年
絵
」
で
も
、
清
原
（
藤
原
）
清
衡
に
は
「
親
族
重
光
」（
重
久
の
子
か
）
が
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
秀
郷
流
藤
原
氏
の
人
々
の
支
援
が
あ
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
奥
州
藤
原
氏
の
成
立
も
、
秀
郷
流
藤
原
氏
の
陸
奥
進
出
の
一
つ
の
帰
結

と
し
て
理
解
す
る
視
点
が
必
要
に
な
ろ
う
。
前
九
年
・
後
三
年
合
戦
に
登
場
す
る
人

物
関
係
・
比
定
に
つ
い
て
は
、
樋
口
註
（
25
）
書
を
参
照
。

（
28
）
大
石
註
（
27
）
論
文
。
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The life of the General Taira no Koremochi , the 
15th son（son-in-law）of Taira no Sadamori

MORI, Kimiyuki

Taira no Koremochi was called "Yogo（余五）" the General. "Yogo" means five over 

ten,because he was born as a son of Kanetada who was a son of Shigemori,the younger 

brother of Sadamori and become a son-in-law of Sadamori,so he was the 15th son（including 

sons-in-law）. His title of the "General" was that of Pacifying Emishi Quraters in Mutsu 

Province. Koremochi is known as ancestor of Jo Clan in Echigo Province. But his activity 

was written only in "Konjaku Monogatari-shu（今昔物語集）" vol.25 no.4 and 5 tales,so the 

historical materials were very little.

However in nowadays we can see that Taira no Koreyoshi who revolted against the 

Provincial Governor of Shimousa Province in 1005A.D. and appeared as a General of 

Pacifying Emishi Quartaers in 1014A.D. is the same person of Koremochi.

In this article I tried to reveal how Koremochi got a triumph in the battle with Fujiwara 

no Morotoh who was a member of Hidesato's descendants Fujiwara Clan in Mutsu Province. 

Especially thorough the anlysis about their servants we can consider how samurai warriors 

struggled for fouding their new basements.

At the revolt in 1005A.D. Koremochi was'nt punished, because he was a servant of 

Fujiwara no Micinaga who was the highest rank minister and grandfather of the Emperor. 

Moreover Koremachi became the General of Pacifying Emishi Quarters in Mutsu Province 

by way of presenting gold sands and other products of Mutsu to Micinaga. But in 1018A.D. 

he revolted  against the Provincial Governor of Mutsu Province who was more familiar with 

Micinaga,so he could'nt become the General again. After this incident he died in 1022A.D.

From Koremochi's thorough-life we can understand how unstable was the position of 

samurai warriors in the 11th century and a lot of batteles were needed for getting their 

stable stand-point. Koremmochi's acitivity was a good case of considering the struggles of 

samurai warriors.


